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黄
金
の
神み

輿こ

し

、

　 

　
青
空
に
映
え
て



写
真

特
集

魅日和山公園、
中
町
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
の

３
会
場
で
開
催
さ
れ
た
宵
祭
り
。

立
て
山
鉾
や
猿
田
彦
、
日
吉
丸
の
巡
行
、

秋
田
竿
燈
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、

酒
田
の
夜
空
を

明
る
く
照
ら
し
出
し
、

人
々
を
魅
了
し
た
。

５
月
19
日
〜
21
日
に
行
わ
れ
た
酒
田
ま
つ
り
。
天
候
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客
が
祭
り
見
物
に
詰
め

か
け
、
街
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
魅
せ
る
」
酒
田
ま
つ
り
。

湊
町
酒
田
が
気
温
以
上
に
熱
く
燃
え
た
３
日
間
。
そ
の
熱
気
を

写
真
で
お
届
け
し
ま
す
。

了
す
る

み

せ
る

「

」

光

５
月
19
日 

宵
祭
り
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魅
響
く
笛
の
音
、と
ど
ろ
く
太
鼓
。花
魁
の
艶
姿
に
は

「
待
っ
て
ま
し
た
！
」の
声
が
飛
ぶ
。

湊
町
酒
田
な
ら
で
は
、粋
で
い
な
せ
な
山
車
行
列
。

練
り
歩
く
人
々
の
誇
ら
し
げ
な
横
顔
は
、

視
線
を
引
き
付
け
て
離
さ
な
い
。

降
り
注
ぐ
陽
光
に
、沿
道
の
声
援
に
、

ひ
と
き
わ
輝
く
表
情
。

何
よ
り
も
魅
せ
て
く
れ
た
の
は
、

や
は
り
主
役
た
ち
の
笑
顔
。

来
年
の
祭
り
も
、

ま
た
こ
の
笑
顔
に
会
い
た
い
も
の
。

せ
る

魅
せ
ら
れ
て 酒

田
の
粋

顔
に

笑

５
月
20
日 

本
祭
り 

山
車
行
列

祭
り
を
彩
っ
た
表
情

▲上神宿（北里町）▲下神宿（中町二丁目）

あ
で
す
が
た
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酒
田
の
良
さ
を
知
り
、

誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い

June 2017

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

　

平
成
28
年
９
月
、
鳥
海
山
・
飛
島

ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
認
定
の
可
否

を
左
右
し
た
、
審
査
員
に
よ
る
現
地

審
査
。
そ
の
舞
台
で
ガ
イ
ド
の
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
を
任
さ
れ
た
の
が
渡
部

さ
ん
。「
努
力
が
報
い
ら
れ
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
」
と
認
定
の
連
絡
が

入
っ
た
時
の
喜
び
を
振
り
返
り
ま
す
。

同
じ
く
ガ
イ
ド
を
務
め
、
ユ
ニ
ー
ク

な
説
明
で
審
査
員
か
ら
笑
顔
を
引

き
出
し
た
五
十
嵐
さ
ん
は
「
認
定
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
大
き
く
関

わ
っ
た
２
人
は
、
現
在
鳥
海
山
・
飛

島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
ガ
イ
ド
一
期

生
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
に
な
っ
た
理
由
を
聞
く
と

「
自
分
が
感
じ
た
酒
田
の
魅
力
を
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い

た
か
っ
た
」
と
酒
田
の
観
光
ガ
イ
ド

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
渡
部
さ
ん

は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
小
学
校
の

先
生
だ
っ
た
五
十
嵐
さ
ん
は
、
職
場

の
先
輩
か
ら
学
ん
だ
酒
田
の
大
地
の

歴
史
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
に
参
加
す

る
ま
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
と
を

あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
２
人
。
今
で

は
、
渡
部
さ
ん
は
観
光
ガ
イ
ド
で

培
っ
た
歴
史
や
文
化
の
知
識
を
ジ
オ

パ
ー
ク
と
結
び
つ
け
て
、五
十
嵐
さ
ん

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク 

認
定
ガ
イ
ド 

◆（
左
）渡
部 

進
さ
ん 

◆ W
atanabe Susum

u 

◆（
右
）五
十
嵐 

和
一
さ
ん 

◆ Igarashi K
azuhito

写真特集／「魅
み

せる」酒田まつり
さかたの風／ジオパークリレーコラム
ズームアップ酒田
市政ピックアップ

情報ボックス／さかた情報ひろば
各種相談／はんこたんな／休日診療所
大切な人へ／酒田の旬
ライフアンドジョブ／ごみ減量大作戦
ボイスオブアランマーレ
読者の声／編集後記

2
6
8
10

18
27
28
29
30
31

財政状況／さかた産業フェア 2017 出展企業募集／市職員採
用試験／酒田市食育・地産地消推進計画を策定しました

C ntents／6月1日号目次

今
月
の

人



7 酒田市広報・私の街さかた・2017.6.1

は
米
と
麩
の
よ
う
な
身
近
な
材
料
を

使
っ
て
飛
島
の
成
り
立
ち
を
説
明
す

る
な
ど
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
わ
か

り
や
す
い
説
明
を
心
掛
け
て
ガ
イ
ド

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

酒
田
の
魅
力
を
広
げ
て
ほ
し
い

　
「
酒
田
に
住
ん
で
い
て
も
鳥
海
山
や

飛
島
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
意

外
と
多
い
。
一
歩
踏
み
出
せ
ば
、
酒

田
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
」

　

昨
年
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
を
受
け
、
半
年
前
か
ら
秋
田

県
立
仁
賀
保
高
校
の
生
徒
と
東

北
公
益
文
科
大
学
の
学
生
が
協

力
し
て
新
た
な
取
り
組
み
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。「
鳥
海
山
・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ムi イ

ン

n N

ニ

カ

ホ

IK
A

H
O

」（
７
月
23

日
実
施
）
と
題
し
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
「
ふ
れ
る
・
楽
し
む
・
好

き
に
な
る
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
加
え
「
発
信
で
き
る
人

に
な
る
」
と
い
う
こ
と
に
も
重

点
を
お
い
た
企
画
で
す
。

　

地
域
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
多

く
の
方
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

を
紹
介
す
る
こ
の
企
画
は
、
仁

賀
保
高
校
の
「B

ベ
ン
キ
ョ
ウ

enkyo 
& ア

ン
ド 

V

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

olunteer

同
好
会
」
の
生
徒

と
東
北
公
益
文
科
大
学
の
「
酒

田
お
も
て
な
し
隊
」
の
学
生
が

先
生
に
な
っ
て
参
加
者
を
案
内

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は

自
分
た
ち
の
知
識
力
向
上
を
目

指
し
、
雪
深
い
時
期
か
ら
現
地

の
下
見
や
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
、
６
月
に
は
合
同
勉
強
合
宿

を
実
施
す
る
な
ど
し
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
習
得
し
た
行
動
力
を
持
つ
高

校
生
と
、
観
光
に
よ
る
地
域
活

性
化
活
動
で
培
っ
た
度
胸
を
持

つ
大
学
生
が
協
力
す
る
こ
と

で
、
若
者
目
線
に
よ
る
一
味

違
っ
た
ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り
が
実

現
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
鳥
海
山
・
飛
島
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

渡
部
さ
ん
は
、
市
民
に
酒
田
の
良
さ

を
知
っ
た
う
え
で
そ
の
良
さ
を
全
国

に
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
「
酒
田
の
人
か
ら
『
酒
田
は
何
も
な

い
と
こ
ろ
だ
』
と
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
豊
富
な
資
源
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
ね
」
と
五
十
嵐
さ
ん
。
ジ

オ
パ
ー
ク
を
通
じ
て
、
市
民
に
酒
田

を
愛
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
気
持

ち
は
一
緒
で
す
。

　

今
後
は
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
と
連

携
す
る
な
ど
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

を
ど
ん
ど
ん
伝
え
て
い
き
た
い
と
語

▲五十嵐さんのおススメ
［玉簾の滝］一言では伝えきれない大
地の歴史を感じます

▲渡部さんのおススメ 
［荒崎海岸のトビシマカンゾウ］見頃
を迎えるこれからの時期は見応えが
あります

▲秋田県立仁賀保高校と東北公益文科大学の学生たち

日本海と大地がつくる 水と命の循環

鳥海山・飛島ジオパーク

問
市
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係 

☎
２
６
‐
５
７
５
９

第 回30

若
者
た
ち
の
一
味
違
っ
た
ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り

東北公益文科大学
特任講師

中原 浩子氏

風を起こし、風に乗る

酒田で活躍する人の姿を届けます

る
２
人
。
日
本
海
を
吹
き
抜
け
、
鳥

海
山
に
水
の
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
す

季
節
風
の
よ
う
に
、
酒
田
に
大
き
な

恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

鳥海山・飛島ジオパーク
ホームページ QRコード
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酒田の旬な出来事をまとめて紹介。
あの日あの時の話題を振り返ります。

八幡神社・飛澤神社例祭

　八幡地域において、八幡神社・飛澤神
社例祭が行われました。江戸時代、大名
行列の供

とも

先
さき

を務めた「奴
やっこ

」の姿に扮した
若者たちが町をくねり歩く「奴振り」や、
古式ゆかしい「流

や ぶ さ め

鏑馬」の行事が行われ、
五穀豊穣を祈願しました。

5/1 

岸洋子氏が弾いた
ピアノ

　酒田市出身のシャンソン歌手 岸洋子
氏が生前愛用していたピアノが、親族
の方から本市に寄贈されました。この
ピアノは、岸洋子氏ゆかりの品々とと
もに希望ホールエントランスに常設展
示されます。

5/17 

ジオパークを応援

　鶴岡信用金庫より本市に鳥海山・飛
島ジオパーク認定記念として販売した
定期預金の売り上げの一部15万円が
寄付されました。この寄付金はジオパ
ークのＰＲや活動の推進のために活用
されます。

5/1 

世界の舞台での
活躍を誓って

　7月にトルコで開催される聴覚障が
い者のオリンピック「第23回夏季デフ
リンピック競技大会（水泳競技）」に日
本代表選手として出場する酒田光陵高
校2年の齋藤京香さんが、矢口副市長
を表敬訪問し、メダル獲得に向け意気
込みを語りました。

5/23 

水上からこんにちは

　平田Ｂ＆Ｇ海洋センターヨットカヌ
ー場がオープンしました。訪れた家族
連れは、それぞれカヌーやボートで池
に漕ぎ出し、水面近くの視点から景観
を楽しんでいました。

5/3

大きくなって
戻ってきてね！

　新堀小学校の児童により、山形県の
魚 サクラマスの稚魚約3,000尾が最
上川に放流されました。稚魚は、海に下
って約2年間回遊した後、大きくなっ
て最上川に戻ってきます。

5/24 
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澄み渡る青空の下

　クルーズ船「にっぽん丸」が酒田北港
古湊ふ頭へ寄港しました。乗客は、玉簾
の滝や山王くらぶ、本間家旧本邸や本
間美術館、旧鐙屋、相馬樓など酒田の観
光を楽しみ、次の寄港地へと出発しま
した。

5/3 

北前船が日本遺産に

　本市を代表自治体として申請した
「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異
空間−北前船寄港地・船主集落−」が日
本遺産の認定を受けました。今後は、共
に申請した11自治体が手を携えて、日
本遺産を活用し、地域の活性化に取り
組んでいきます。

4/28

日和山公園に集合！

　今年で66回目を迎えた酒田市子ど
もまつりが日和山公園内で開催されま
した。快晴の空の下で子どもたちは、ざ
っこしめ（魚とり）や三輪車大会などを
楽しんでいました。

5/5

東北初
ペーパーラボ起動

　セイコーエプソン㈱が世界で初めて
開発した、水を使わずに再生紙を製造
する乾式オフィス製紙機「ペーパーラ
ボ」が市役所1階に設置されました。循
環型社会の実現に向けて、市役所内の
古紙のリサイクルに活用されます。

5/1

飛島地区に着任

　本市で5人目となる地域おこし協力
隊員として着任した大越智明さんに、
委嘱状が交付されました。大越さんは
東根市出身で、今後は飛島地区で活動
します。

5/9

7年ぶりの快挙

　4月27日から3日にわたり開催され
た山形県縦断駅伝競走大会で、酒田飽
海チームが大会3日目（長井−山形間）
を7年ぶりに大会新記録で制しました。
総合では昨年に続き2位でしたが、昨
年17分あった差はわずか18秒。来年
こそは総合優勝を狙います。

4/27～29 
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市
政
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

6.1%

100.5% 90.4%

100.0% 90.8%

90.9% 86.5%

74.5%

　

平
成
28
年
度
下
半
期
（
平
成
28
年
10

月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日
）
の
執

行
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
28
年
度
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
お
知
ら
せ
す
る
金
額
な
ど
は
平

成
29
年
３
月
31
日
現
在
の
も
の
で
あ
り
、

決
算
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
の
会
計

に
は
出
納
整
理
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
期
間
中
の
お
金
の
出
し
入
れ

を
反
映
し
た
上
で
決
算
額
が
確
定
し
ま

す
。

　

な
お
決
算
の
状
況
は
本
紙
12
月
１
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

酒
田
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
市
財
政
課
財
政
係

　

☎
２
６
‐
５
７
８
０

【
市
有
財
産
に
関
す
る
こ
と
】

　

市
管
財
課
管
財
係

　

☎
２
６
‐
５
７
０
９

【
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と
】

　

市
上
下
水
道
部
管
理
課
財
務
係

　

☎
２
２
‐
１
８
１
４

【�

病
院
事
業
に
関
す
る
こ
と
】

　

市
立
八
幡
病
院
事
務
局

　

☎
６
４
‐
３
３
１
１

地方交付税（25.9%）
150億6,936万円
150億　554万円

100.4%
民生費（28.1%）

142億9,889万円
163億　　88万円

諸収入（4.5%）
24億9,506万円
25億9,271万円

衛生費（8.8%）
46億8,868万円
50億9,399万円

市税（22.4%）
131億　699万円
129億8,671万円

100.9%
総務費（17.4%）

63億2,716万円
100億9,327万円

地方消費税交付金（3.1%）
18億2,744万円
18億1,810万円

農林水産業費（5.0%）
26億　334万円
28億7,988万円

市債（13.3%）
4億7,460万円
77億2,540万円

公債費（13.1%）
76億2,867万円
76億3,581万円

繰越金（2.7%）
15億6,086万円
15億6,086万円

消防費（4.5%）
23億8,544万円
26億2,616万円

国庫支出金（11.5%）
57億6,315万円
66億8,644万円

教育費（9.1%）
41億2,591万円
52億8,549万円

寄附金（1.7%）
9億1,948万円
10億1,166万円

商工費（3.8%）
19億2,634万円
22億2,750万円

県支出金（6.5%）
25億8,107万円
37億6,182万円

土木費（9.0%）
42億3,402万円
52億　153万円

その他（8.4%）
48億1,533万円
48億7,381万円

その他（1.2%）
5億　575万円
6億7,854万円

一般会計の予算執行状況（平成29年3月31日現在）

予算現額 580億2,305万円

◆グラフの見方
予算科目名（予算構成比率）
収入・支出済額
予算現額

収入・
執行率

未収入・
未執行率

歳入 486億1,334万円
収入率 83.8％（下半期 246億1,303万円）

歳出 487億2,420万円
執行率 84.0％（下半期 271億4,751万円）

86.2%

68.6%

96.2%

98.8%

87.7%

92.0%

62.7%

99.9%

78.1%

81.4%
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 ● 市政ピックアップ

●
用
語
の
解
説

地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得
税
・

法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
の
一
定
割
合

お
よ
び
地
方
法
人
税
の
全
額
を
、
国
か

ら
地
方
団
体
に
対
し
て
交
付
す
る
お
金

市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
な
ど
の
普
通
税
と
、
入
湯
税
、

都
市
計
画
税
な
ど
の
目
的
税
が
あ
る

市
債
／
返
済
が
一
会
計
年
度
を
越
え
る

市
の
借
金

国
庫
・
県
支
出
金
／
国
や
県
か
ら
使
途

が
特
定
さ
れ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

諸
収
入
／
特
定
の
歳
入
項
目
に
含
ま
れ

な
い
預
金
利
子
、
雑
入
な
ど

地
方
消
費
税
交
付
金
／
消
費
税
８
㌫
の

う
ち
地
方
消
費
税
分
１
・
７
㌫
の
一
部

を
財
源
と
し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金繰
越
金
／
前
年
度
の
決
算
剰
余
金

寄
附
金
／
使
途
を
制
限
さ
れ
な
い
一
般

寄
附
と
、
使
途
を
指
定
さ
れ
た
指
定
寄

附
が
あ
る

公
債
費
／
借
入
金
の
元
金
、
利
子
を
返

済
す
る
た
め
の
経
費

出
納
整
理
期
間
／
会
計
年
度
末
ま
で
に

確
定
し
た
収
入
・
支
出
に
つ
い
て
未
収

お
よ
び
未
払
と
な
っ
て
い
る
現
金
の
出

納
上
の
整
理
を
行
う
期
間
で
、
翌
年
度

の
４
月
１
日
～
５
月
31
日
ま
で
の
２
か

月
間
。
病
院
、
水
道
な
ど
の
公
営
企
業

会
計
に
出
納
整
理
期
間
は
な
い

特別会計の予算執行状況（平成29年3月31日現在）

会　計　名 予算現額

収入済額 支出済額

うち平成28年度
下半期

うち平成28年度
下半期

交通災害共済事業 2,757万円 3,942万円 1,974万円 1,943万円 1,015万円

国民健康保険（事業勘定） 135億4,186万円 117億9,089万円 65億9,293万円 120億1,713万円 65億2,707万円

国民健康保険（施設勘定） 8,075万円 6,028万円 3,623万円 6,390万円 3,543万円

後期高齢者医療事業 12億2,471万円 12億2,444万円 8億4,731万円 12億2,077万円 8億4,821万円

介護保険 122億655万円 110億3,457万円 49億4,391万円 110億8,532万円 61億9,984万円

診療所事業 7,776万円 4,503万円 2,430万円 4,991万円 2,823万円

公共下水道事業 55億3,143万円 52億3,958万円 45億6,632万円 52億3,658万円 30億2,450万円

農業集落排水事業 9億1,651万円 8億8,714万円 8億54万円 8億8,617万円 5億869万円

合併処理浄化槽事業 9,193万円 8,588万円 7,430万円 7,274万円 4,194万円

駐車場事業 2,189万円 2,114万円 841万円 1,786万円 1,280万円

定期航路事業 3億1,712万円 2億38万円 1億5,057万円 2億8,785万円 1億5,809万円

市債残高（一般会計）（平成29年3月31日現在）
一般単独事業 219億3,181万円
（うち合併特例事業（市町村合併特例事業分）　  173億4,604万円）

学校教育施設整備事業 19億1,379万円

一般公共事業 17億380 万円

県振興資金 3億1万円

公営住宅建設事業 6億3,329万円

辺地対策事業 1億7,946万円

過疎対策事業 32億3,192 万円

臨時財政対策債 172億7,094 万円

その他 101億4,628万円

合　計 573億1,130万円

土地 801万6,982平方㍍

建物 51万2,143平方㍍

山林 679万2,204平方㍍

基金 141億3,500万円

有価証券 2億2,564万円

出資金・出捐金 8億6,287万円

預託金・貸付金 54億2,796万円

船舶（とびしま、し尿運搬船、飛島海中体験丸） 3隻

車両 387台

◆基金、車両以外は平成27年度財産に関する調書の数値です。

市有財産（平成29年3月31日現在）
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●
用
語
の
解
説

︻
病
院
・
水
道
共
通
︼

収
益
的
収
支
／
一
事
業
年
度
の
経
営
活

動
に
伴
い
発
生
が
予
定
さ
れ
る
す
べ
て

の
収
益
と
費
用

資
本
的
収
支
／
将
来
の
経
営
活
動
に
備

え
て
行
う
建
設
改
良
お
よ
び
建
設
改
良

に
か
か
る
企
業
債
償
還
金
な
ど
の
支
出

と
そ
の
財
源
と
な
る
収
入

固
定
資
産
／
土
地
、
建
物
、
器
械
設
備
、

車
両
な
ど

流
動
資
産
／
現
金
、
預
金
、
未
収
金
、

貯
蔵
品
な
ど

固
定
負
債
／
企
業
債
、
引
当
金
な
ど 

流
動
負
債
／
未
払
金
、
未
払
費
用
な
ど 

資
本
／
資
本
金
や
剰
余
金

︻
病
院
︼

医
業
収
益
／
入
院
収
益
や
外
来
収
益
な

ど医
業
外
収
益
／
受
取
利
息
配
当
金
や
補

助
金
な
ど

医
業
費
用
／
給
与
や
材
料
、
経
費
な
ど 

医
業
外
費
用
／
支
払
利
息
や
雑
支
出
な

ど︻
水
道
︼

営
業
収
益
／
給
水
収
益
や
受
託
工
事
収

益
な
ど

営
業
外
収
益
／
加
入
金
や
補
助
金
な
ど

営
業
費
用
／
浄
水
費
や
給
水
費
な
ど

営
業
外
費
用
／
支
払
利
息
や
雑
支
出
な

ど　

水道事業
　収益的収支では、総収益が29億6,962万円です。うち
給水収益や受託工事収益などの営業収益が26億207
万円、加入金や他会計からの補助金などの営業外収
益などが3億6,755万円です。
　一方、人件費、物件費、支払利息などの総費用は24
億9,620万円です。その結果、総収益から総費用を差
し引いた4億7,342万円が、純利益として計上される
見通しです。
　資本的収支では、企業債の償還、老朽管の更新、管
網の整備などを実施し、12億3,072万円の支出となり
ました。支出への充当財源としては、国庫補助金や負
担金、出資金などの収入1億703万円を充て、なお不足
する額11億2,369万円は、損益勘定留保資金などで補
てんする予定です。
　今後とも、将来にわたる安定給水の確保に向けて、
管網の整備や老朽管の更新などの事業を推進します。

●貸借対照表 （平成29年3月31日） ●貸借対照表 （平成29年3月31日）

●損益計算書 （平成28年4月1日～平成29年3月31日） ●損益計算書 （平成28年4月1日～平成29年3月31日）
総収益 29億6,962万円 うち下半期分15億7,297万円

営業収益 26億207万円 13億  176万円　
営業外収益 2億1,196万円 1億1,562万円
特別利益 1億5,559万円 1億5,559万円

総費用        24億9,620万円 うち下半期分18億2,582万円
営業費用 23億3,107万円 17億3,877万円
営業外費用 1億6,151万円 8,385万円
特別損失 362万円 320万円

純利益（見込み） 4億7,342万円

総収益 6億7,567万円 うち下半期分　3億4,695万円
医業収益 5億4,001万円 2億7,891万円
医業外収益 1億3,559万円 6,804万円
特別利益 7万円 ─

総費用        7億730万円 うち下半期分　4億1,504万円
医業費用 6億8,778万円 4億566万円
医業外費用 1,879万円 938万円
特別損失 73万円 ─

純損失 3,163万円

資産 260億5,031万円
固定資産　　 212億7,827万円
流動資産　　 47億7,204万円

負債・資本        260億5,031万円
固定負債　　 68億4,249万円
流動負債 11億4,345万円
繰延収益 5億4,112万円
資　　本 175億2,325万円

資産 16億233万円
固定資産　　 5億5,278万円
流動資産　　 10億4,955万円

負債・資本        16億233万円
固定負債　　 3億617万円
流動負債 1億2,553万円
繰延収益 643万円
資　　本 11億6,420万円

◆平成29年3月31日現在の見込み額です（消費税は除く）。 ◆平成29年3月31日現在の見込み額です（消費税は除く）。

病院事業（市立八幡病院）
　収益的収支では、入院・外来収益などの総収益が
6億7,567万円です。一方、給与費、材料費などの総
費用は7億730万円です。その結果、総収益から総費
用を差し引いた3,163万円が純損失として計上され
る見通しです。
　資本的収支では、医療機器等整備の建設改良事業
として多項目自動血球分析装置やベッドサイドモニ
ターなどの更新導入を行い、建設改良費、企業債償
還金で8,668万円の支出となりました。支出への充当
財源としては、企業債や出資金、補助金の収入8,659
万円を充て、なお不足する額9万円は、当年度分消
費税および地方消費税資本的収支調整額で補てんす
る予定です。
　今後とも地域住民にとっての「かかりつけ医」と
してその役割を担うとともに、医療環境の整備、在
宅医療の充実に努めていきます。
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 ● 市政ピックアップ

さ
か
た
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
７

出
展
企
業
募
集

問�

市
商
工
港
湾
課
企
業
立
地
・
産

業
振
興
係 

☎
２
６
‐
５
３
６
１

　

地
元
も
の
づ
く
り
企
業
の
技
術
や
製

品
を
地
域
内
外
へ
発
信
す
る
企
業
の
祭

典
「
さ
か
た
産
業
フ
ェ
ア
」
に
出
展
す

る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
会
場
外
の
地
産
地
消
エ
リ
ア

（
仮
称
）
で
来
場
者
へ
の
飲
食
物
販
売

を
行
う
出
店
者
を
同
時
に
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
30
日
㈯
、
10
月
１
日
㈰
の

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
／
市
体
育
館

対
象
／
庄
内
北
部
定
住
自
立
圏
（
酒
田

市
、
三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
）
に

事
業
所
が
あ
る
企
業

申
し
込
み
／
６
月
30
日
㈮
ま
で
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
市
商
工
港
湾

課
へ

◆
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

◆
申
込
用
紙
は
、
酒
田
商
工
会
議
所
、

酒
田
ふ
れ
あ
い

商
工
会
、
市
商

工
港
湾
課
に
あ

る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
高
校
卒
業
予
定
者
に

対
す
る
求
人
票
早
期
提
出
の
お
願
い

問
市
商
工
港
湾
課
雇
用
対
策
係

　

☎
２
６
‐
５
７
５
７

　

酒
田
地
域
（
酒
田
市
、
遊
佐
町
、
庄

内
町
）
に
お
け
る
今
春
の
新
規
高
校
卒

業
者
の
県
内
求
人
倍
率
（
４
月
末
）
は

３
・
19
倍
で
、
県
内
平
均
を
０
・
66
ポ

イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
関
係
各
位
の

ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

し
か
し
本
地
域
に
お
け
る
県
内
定
着

率
は
69
・
１
㌫
と
県
内
平
均
78
・
２
㌫

を
下
回
り
、
多
く
の
若
者
が
県
外
に
流

出
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
高
校
卒
業
予
定
者
に

対
す
る
求
人
票
の
受
付
開
始
は
、
６
月

１
日
か
ら
で
す
。
早
期
に
求
人
票
が
提

出
さ
れ
る
こ
と
で
、
就
職
希
望
者
の
選

択
肢
が
広
が
り
、
地
元
で
の
就
業
意
識

が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
の
将
来
を
担
う
若
者
が
１
人
で

も
多
く
地
元
に
就
職
で
き
る
よ
う
、
求

人
票
の
早
期
提

出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
求
人
票

は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
酒
田 

☎

２
７
‐
３
１
１

１
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
落
下
時
に

と
る
べ
き
行
動

問
市
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　

☎
２
６
‐
５
７
０
１

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か
ら
極
め

て
短
時
間
で
着
弾
し
ま
す
。
着
弾
の
可

能
性
が
あ
る
と
き
は
、
防
災
行
政
無
線

で
特
別
な
サ
イ
レ
ン
音
と
と
も
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
流
す
ほ
か
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
着
弾
時
の
爆
風
や
破
片
な

ど
に
よ
る
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
、
次

の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
に
い
る
場
合

・
頑
丈
な
建
物
な
ど
に
避
難
す
る

・
近
く
に
頑
丈
な
建
物
が
な
い
場
合
は
、

物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に
伏
せ
て

頭
部
を
守
る

●
屋
内
に
い
る
場
合

◦
で
き
る
だ
け
窓
か
ら
離
れ
、
で
き
れ

ば
窓
の
な
い
部
屋
へ
移
動
す
る

●
車
内
に
い
る
場
合

◦
車
を
止
め
頑
丈
な
建
物
な
ど
に
避
難

す
る

◦
高
速
道
路
走
行
中
な
ど
、
車
か
ら
出

る
と
危
険
な
場
合
は
、
安
全
な
場
所
に

止
め
、
車
内
で
姿
勢
を
低
く
す
る

◆
詳
し
く
は
内
閣
官
房
国
民
保
護

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
kokum

inhogo.go.jp/pc-index.htm
l

）

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

募集項目 内　容 募集区画数など 費　用

さかた産業フェア
への出展

地域内で製造されている製品の
展示・販売、製造技術・新技術およ
び設備の紹介など

70区画
◆1区画2.4㍍×2.0㍍。
◆0.5区画1.2㍍×2.0㍍単位で
追加可。

基本6,000円／1区画まで
追加4,000円／0.5区画ごと

地産地消エリア
（仮称）への出店

来場者向けの地場産品を活用し
た飲食物の販売、地域ブランドの
ＰＲなど
対象／小売業者、飲食業者

6区画（テント内）
◆１区画 3.6㍍×2.7㍍相当。 5,000円／区画

広告協賛 大型ＬＥＤビジョンによる企業
広告の映像紹介 希望数により調整 5,000円／映像3分以内1枠（期

間中繰り返し紹介）
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お知らせいろいろ月6
Sakata nformation

　

２
月
に
設
立
し
た
「
酒
田
交
流
お
も

て
な
し
市
民
会
議
」
の
会
員
数
は
、
現

在
１
６
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

５
月
10
日
・
11
日
に
行
っ
た
分
野
別

会
議
で
は
「
ク
ル
ー
ズ
船
対
応
の
振
り

返
り
」
と
「
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い

こ
と
」
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
酒
田
弁
を
使
っ
た
お
も

て
な
し
、
自
分
の
特
技
を
使
っ
た
日
本

文
化
の
体
験
活
動
の
提
供
、
日
本
遺
産

を
生
か
し
た
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集

落
の
記
念
切
手
発
行
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
分
野
別
会
議
の
報
告
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
の
策
定
に
向
け
て
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聴
く
た
め
、

検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
平
成
29
年
６
月
１
日
現
在

で
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

・
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

・
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
議
員
で
な
い

方・
平
日
夜
間
な
ど
に
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
員
／
２
人
以
内

選
考
／
作
文
「
こ
れ
か
ら
の
酒
田
市
の

芸
術
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
意
見
、提
案
な
ど
」（
８
０
０
字
程
度
）

任
期
／
６
月
下
旬
～
平
成
30
年
３
月

（
活
動
は
年
５
回
程
度
）

応
募
方
法
／
作
文
に
履
歴
書
を
添
え
て
、

６
月
14
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
〒
９
９

８
‐
０
０
３
４ 

酒
田
市
中
央
西
町
２
‐

59 

酒
田
市
社
会
教
育
文
化
課
芸
術
文

化
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

FAX
２
４
‐
２

９
８
２ 

*shakai@
city.sakata.lg.jp

◆
結
果
は
応
募
者
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

●
採
用
試
験

【
１
次
】

期
日
／
７
月
23
日
㈰

場
所
／
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
緑
町
）

科
目
／
［
全
職
種
共
通
］
教
養
試
験
、

専
門
試
験　
［
保
健
師
］
適
性
検
査

【
２
次
】

期
日
／
９
月
上
旬
（
１
次
試
験
合
格
者

に
通
知
）

科
目
／
小
論
文
、
集
団
討
論
、
面
接

●
申
し
込
み

　

６
月
１
日
㈭
～
29
日
㈭
（
必
着
）
の

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

に
、
受
験
申
込
書
を
記
入
し
、
写
真
を

受
験
申
込
書
と
受
験
票
に
貼
り
、
〒
９

９
８
‐
８
５
４
０
（
住
所
不
要
）
酒
田

市
総
務
部
総
務
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
受
験
申
込
書
は
市
役
所
４
階
総
務
課
、

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
受
験
申
込
書
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
す
る
場
合

は
、
厚
さ
０
・
２
ミ
リ
㍍
程
度
の
紙
に

印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
、
宛
先
を
明
記
し
１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
角
型
２
号
の
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
行
政
職
の
合
格
者
で
条
件
を
満
た
す

方
は
、
市
職
員
の
身
分
を
持
ち
な
が
ら

東
北
公
益
文
科
大
学
へ
修
学
で
き
る
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

市
職
員
採
用
試
験

（
平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
）

問�

市
総
務
課
給
与
厚
生
係

　

☎
２
６
‐
５
７
０
２

区分 職種 採用予定人員 受験資格

大学
卒業
程度

行政 10人程度 ①昭和58年4月2日～平成8年4月1日に生まれた方
②平成8年4月2日以降に生まれた方で、大学（短期大学を除く）を卒業した方
　または平成30年3月卒業見込みの方

※1「建築」は、①または②に該当し、一級建築士もしくは二級建築士資格を有する方ま
たは平成30年3月31日時点で二級建築士試験の受験資格を有する方
※2「福祉」は、①または②に該当し、社会福祉士の資格を有する方または平成30年3月
31日までに社会福祉士資格を取得見込みの方

土木

若干名

建築※1

福祉※2

保健師 昭和58年4月2日以降に生まれた方で、保健師の免許を有する方
または平成30年3月31日までに保健師免許を取得見込みの方

◆この他の市職員募集は、本紙７月18日号または８月１日号でお知らせする予定です。

酒
田
市
芸
術
文
化
振
興
計
画（
仮
称
）

検
討
委
員
会
委
員
の
募
集

問�

市
社
会
教
育
文
化
課
芸
術
文
化
係

　

☎
２
４
‐
２
９
８
２

酒
田
交
流
お
も
て
な
し
市
民
会
議

「
私
が
や
り
た
い 

お
も
て
な
し
」

を
話
し
合
い
ま
し
た

問�

市
長
公
室
交
流
調
整
係

　

☎
４
３
‐
８
３
２
１



15 酒田市広報・私の街さかた・2017.6.1

 ● 市政ピックアップ

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
希
望
ホ
ー
ル
、
マ
リ

ー
ン
５
清
水
屋
、
み
ず
ほ
八
文
字
屋

◆
無
料
チ
ケ
ッ
ト
も
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で

配
布
し
ま
す
。

６
月
１
日
～
10
日
は

飲
酒
運
転
撲
滅
強
化
旬
間

問�

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相

談
室 

☎
２
６
‐
５
７
２
６

　

飲
酒
運
転
は
、
何
の
落
ち
度
も
な
い

他
人
の
生
命
を
脅
か
す
極
め
て
危
険
で

悪
質
な
犯
罪
行
為
で
す
。
家
庭
、
地
域
、

職
場
か
ら
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
出
さ
な

い
よ
う
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
車
両
・
酒
類
の
提
供
、
飲
酒
運
転
の

車
に
同
乗
も
ダ
メ
！

　

飲
酒
運
転
は
運
転
者
だ
け
で
な
く
、

周
囲
の
人
が
飲
酒
運
転
を
容
認
、
助
長

す
る
行
為
も
厳
し
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
す
る
恐
れ
の
あ
る
人
に
車

や
酒
類
を
提
供
し
た
人
、
飲
酒
運
転
の

車
に
同
乗
し
た
人
に
も
罰
則
が
あ
り
ま

す
。

●
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
！

　

顔
や
目
が
赤
い
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い

る
、
ま
と
も
に
歩
け
な
い
、
車
内
で
酒

を
飲
ん
で
い
る
、
酒
臭
い
な
ど
「
飲
酒

運
転
か
も
」
と
思
う
人
や
車
を
見
掛
け

た
ら
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
と
進
行
方
向
を

１
１
０
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

問
酒
田
警
察
署�

☎
２
３
‐
０
１
１
０

●
①
②
共
通

場
所
／
希
望
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

費
用
／
無
料

申
し
込
み
／
６
月
23
日
㈮
ま
で
、
市
社

会
教
育
文
化
課
（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

事
務
室
内
）
ま
た
は
希
望
ホ
ー
ル
事
務

室
へ
直
接

◆
申
し
込
み
用
紙
は
、
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
と
希
望
ホ
ー
ル
に
あ
る
ほ
か
、

各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
不
特
定
多
数
の
観
客
動
員
は
で
き
ま

せ
ん
。

希
望
ホ
ー
ル
共
催
事
業

須
川
展
也
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ラ
イ
ブ

i

イ
ン

n S

サ

カ

タ

akata

問
希
望
ホ
ー
ル 

☎
２
６
‐
５
４
５
０

　

日
本
が
世
界
に

誇
る
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
奏
者
が
贈
る
至

極
の
ひ
と
と
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日
時
／
９
月
５
日
㈫
午
後
７
時
開
演

（
６
時
30
分
開
場
）

場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
︵
全
席
自
由
︶
／
一
般
２
千
円
、

高
校
生
以
下
無
料（
要
無
料
チ
ケ
ッ
ト
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
／
６
月
３
日
㈯
午
前

10
時
～

 

酒
田
市
希
望
音
楽
祭

演
奏
体
験
事
業
参
加
者
募
集

問�

市
社
会
教
育
文
化
課
芸
術
文
化
係

　

☎
２
４
‐
２
９
８
２

①�

「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」ピ
ア
ノ
演
奏
体
験

日
時
／
８
月
１

日
㈫
午
前
10
時

30
分
～
午
後
９

時
、
２
日
㈬
午

前
10
時
～
午
後

９
時

対
象
／
ピ
ア
ノ

を
学
ん
で
い
る
小
中
学
生
お
よ
び
高
校

生
（
保
護
者
ま
た
は
ピ
ア
ノ
講
師
の
立

ち
合
い
必
須
）

定
員
／
37
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容
／
30
分
以
内
の
ピ
ア
ノ
演
奏
体
験

②
大
ホ
ー
ル
演
奏
体
験

日
時
／
８
月
３
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

９
時

対
象
／
市
内
で
音
楽
活
動
を
行
う
高
校

生
以
上
の
個
人
ま
た
は
団
体
（
高
校
生

は
保
護
者
ま
た
は
ピ
ア
ノ
講
師
の
立
ち

合
い
必
須
）

定
員
／
10
組（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容
／
１
団
体
（
個
人
）
あ
た
り
１
時

間
以
内
の
演
奏
（
練
習
）
体
験
、
楽
器

演
奏
や
合
唱
練
習
な
ど
。
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
ピ
ア
ノ
も
使
用
で
き
ま
す

重
度
心
身
障
が
い（
児
）者

医
療
給
付
制
度
の
お
知
ら
せ

問�

市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎
２
６
‐
５
７
３
３

　

本
市
で
は
、
医
療
費
の
負
担
を
軽
減

し
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者

へ
医
療
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
療

育
手
帳
Ａ
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る

方
、
公
的
年
金
各
法
の
障
害
等
級
１
級

の
障
害
年
金
の
受
給
者
、
国
民
年
金
障

害
等
級
１
級
・
２
級
の
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
者
（
た
だ
し
２
級
は
20
歳
前
障

が
い
に
限
る
）、
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
対
象
児
童
な
ど

自
己
負
担
額
／
本
人
・
扶
養
者
に
所
得

税
課
税
が
な
い
場
合
は
入
院
時
の
食
事

代
、
課
税
が
あ
る
場
合
は
医
療
費
の
１

割
、
調
剤
費
の
１
割
、
入
院
時
の
食
事

代手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
健
康
保
険
証
、

対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度
を
示
す
手

帳
ま
た
は
年
金
証
書
な
ど

◆
本
人
の
市
民
税
所
得
割
額
に
よ
り
対

象
者
を
判
定
し
ま
す
。 

◆
年
少
扶
養
控
除
廃
止
に
つ
い
て
は
、

廃
止
前
の
旧
所
得
税
額
で
計
算
し
ま
す
。
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５
月
31
日
の
世
界
禁
煙
デ
ー
に
始
ま

る
１
週
間
は
「
禁
煙
週
間
」
で
す
。

　

喫
煙
が
健
康
に
与
え
る
影
響
は
大
き

く
、
さ
ら
に
受
動
喫
煙
の
危
険
性
や
ニ

コ
チ
ン
の
依
存
性
を
踏
ま
え
る
と
、
喫

煙
習
慣
は
個
人
の
嗜し

好こ
う

に
と
ど
ま
ら
な

い
健
康
問
題
で
あ
り
、
た
ば
こ
対
策
は

重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
「
さ
か
た
健
康
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
中
で
、
禁
煙
お
よ
び
受
動

喫
煙
防
止
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
禁
煙
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

極
的
に
選
び
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う

◆
計
画
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」、

毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
で
す

・
早
め
に
帰
宅
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て

楽
し
く
食
事
を
し
ま
し
ょ
う

・
み
ん
な
で
食
卓
を
囲
み
、
ご
は
ん
を

食
べ
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
ま

し
ょ
う

　

私
た
ち
が
生
き
る
た
め
の
基
本
と
な

る
「
食
」。
皆
さ
ん
は
健
康
的
な
食
生

活
を
意
識
で
き
て
い
ま
す
か
。
地
域
の

食
文
化
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
で
は
今
年
３
月
に
「
酒
田
市
食

育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
（
酒
田
市
６

次
産
業
化
戦
略
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
食

に
つ
い
て
考
え
、
生
涯
を
通
し
た
健
全

な
食
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

知
識
と
、
食
を
選
択
す
る
判
断
力
を
身

に
付
け
る
た
め
の
行
動
計
画
に
な
る
も

の
で
す
。

●
日
ご
ろ
か
ら
実
践
で
き
る
取
り
組
み

・
い
つ
も
の
食
事
を
意
識
し
て
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
や
規
則
正
し
い
食
生
活
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う

・
家
族
や
食
材
の
生
産
者
な
ど
、
地
域

の
食
文
化
の
知
識
が
豊
富
な
方
々
に
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
学
び
ま

し
ょ
う

・
食
べ
残
し
や
食
材
の
無
駄
を
無
く
し
、

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る
「
食
品

ロ
ス
」
の
減
少
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

・
地
元
産
食
材
を
活
用
し
た
食
品
を
積

酒
田
市
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計
画

（
酒
田
市
６
次
産
業
化
戦
略
）を
策
定
し
ま
し
た

問
市
農
政
課
総
合
農
政
係 

☎
２
６
‐
５
７
９
２

２
０
２
０
年
、受
動
喫
煙
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

│

た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
ま
も
ろ
う

│

禁
煙
週
間
は
６
月
６
日
ま
で

問�

市
健
康
課
健
康
係

　

☎
２
４
‐
５
７
３
３

お
詫
び
と
訂
正

　

本
紙
５
月
16
日
号
市
政
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
２
㌻
に
誤
字
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
訂
正
箇
所

タ
イ
ト
ル
「
酒
田
ま
つ
り
に
伴
う
運

航
経
路
の
一
部
変
更
と
交
通
規
制
」

内
の
「
航
」
の
字

【
誤
】
運
航
経
路　
【
正
】
運
行
経
路

みんなで食べると
おいしいのん♪

朝ご飯を抜く若い人が多いのん…。
一日元気でいるためにも、

食べたほうがいいと思うのん！

新計画のポイント ―食育の実践の輪を広げ、次世代につなげるー
・若い世代や子育て世代に対する食育の取り組みの推進
・食べ物の生産から消費までの循環を意識し、環境に配慮した取り組みの推進
・地産地消の取り組みと６次産業化に関する施策の一体化

・20代の朝食欠食率が高い
・�核家族化などによる郷土料理や調理方法などを受
け継ぐ機会の減少
・食べられるのに捨てられる「食品ロス」の増加
・農業者の他産業との情報交換や連携の場が少ない

・若い世代の食を見直し、生涯健康に食を楽しむ

・地域の食文化や伝統を学び、次世代に伝える

・地元の食材に関心を持ち、誇りにする

・地元産食材の付加価値を高め、ブランド化を図る

現状と課題 新計画の方向性
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あ
た
り
ま
え 

そ
ん
な
み
ず
こ
そ 

た
か
ら
も
の

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
で
す

問�

市
上
下
水
道
部
管
理
課
管
理
係

　

☎
２
２
‐
１
８
１
２

　

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
当
た
り
前
の
よ
う

に
出
る
水
。
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
水
道
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
こ
れ
か
ら
の
課
題

　

全
国
的
な
人
口
減
少
に
加
え
て
、
節

水
機
器
の
普
及
か
ら
水
道
水
の
使
用
量

も
減
少
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
水

道
料
金
に
よ
る
収
入
も
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
地
震
な
ど
自

然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
施
設
や
水
道

管
の
耐
震
、
更
新
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
上
下
水
道
部
で
は
、
４
月
に
水
道

部
と
下
水
道
課
の
組
織
を
統
合
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
で
、
業
務
の
一
体
化
と

経
営
コ
ス
ト
の
削
減
、
災
害
対
応
機
能

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
全
で
安
心
な
水
を
届
け

る
と
と
も
に
、
水
環
境
を
保
全
し
て
快

適
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

●
上
下
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.w

ater.sakata.
yam

agata.jp/

●
宅
地
内
排
水
設
備
の
接
続
工
事
は
市

指
定
下
水
道
工
事
店
へ

　

接
続
工
事
は
、
本
市
に
登
録
し
て
い

る
指
定
下
水
道
工
事
店
の
み
施
工
で
き

ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
お
よ
び
利
子
補
給
制

度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

対
象
／
下
水
道
お
よ
び
合
併
処
理
浄
化

槽
が
使
用
で
き
る
区
域
内
の
建
物
の
所

有
者
ま
た
は
、
所
有
者
の
同
意
を
得
た

方
で
、
市
税
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
、

農
業
集
落
排
水
・
合
併
処
理
浄
化
槽
分

担
金
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

融
資
あ
っ
せ
ん
限
度
額
／
１
５
０
万
円

返
済
方
法
／
５
年
（
60
回
）
以
内
の
毎

月
元
金
均
等
償
還

利
子
補
給
額
／
供
用
開
始
日
か
ら
の
期

間
に
応
じ
て
左
表
の
通
り

申
し
込
み
／
上
下
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
へ 

☎
２
２
‐
１
８
１
１

◆
連
帯
保
証
人
が
必
要
か
否
か
は
各
金

融
機
関
の
審
査
基
準
に
委
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
取
引
金
融
機
関
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
（
以

下
「
下
水
道
」）
お
よ
び
合
併
処
理
浄

化
槽
は
、
次
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。

・
川
や
海
の
水
を
汚
し
ま
せ
ん

・
ま
ち
が
衛
生
的
に
な
り
ま
す

・
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
に
な
っ

た
場
合
は
、
１
年
以
内
（
く
み
取
り
便

所
の
水
洗
ト
イ
レ
改
造
の
み
３
年
以

内
）
に
排
水
設
備
の
接
続
工
事
を
お
願

い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
・
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か

問�

市
上
下
水
道
部
管
理
課
設
備
相

談
係 

☎
２
２
‐
１
８
１
４

期　

間

利
子
補
給
額

２
年
以
内
に
工
事
を
完

成
し
た
場
合

全
額
利
子
補
給

︵
無
利
子
︶

２
年
を
超
え
３
年
以
内

に
工
事
を
完
成
し
た
場

合

２
分
の
１
を

利
子
補
給

３
年
を
経
過
し
て
か
ら

工
事
を
完
成
し
た
場
合
利
子
補
給
な
し

上下水道
お客さまセンター

①
供用開始の
お知らせ

②
工事の
申し込み

③
確認申請

④
確認通知

⑤
工事施工

⑥
工事完了

⑦
完成検査 ⑧

完成

市上下水道部

指定下水道工事店

災害廃棄物の処理に関する測定結果 問市環境衛生課管理係 ☎31‐0933

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域にお
ける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果
は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度� 単位：ベクレル／リットル

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

5／10

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1

地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 4／25 5／1 5／8 5／15 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05 0.19以下

バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.05

測定地点（高さ1㍍） 4／25 5／10 基準値※1

大平公会堂 0.04 0.04 0.19以下

※1 基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」
に示されている値
※2 バックグラウンド／自
然放射線量を示し、敷地内
で災害廃棄物の影響を受け
ない十分に離れた地点
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グ
マ
ル
チ
、草
生
栽
培
、簡
易
ビ
オ
ト
ー

プ
、夏
期
湛
水
、畦け
い

畔は
ん

除
草
お
よ
び
秋
耕
、

交
信
撹
乱
剤
に
よ
る
害
虫
防
除
、炭
の

投
入
▼
申
し
込
み
／
市
農
政
課
複
合
経

営
振
興
係 

☎
２
６
‐５
７
５
２
ま
た
は

各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
産
業
係
へ

◆
交
付
金
額
な
ど
は
各
申
込
先
に
問
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
バ
ザ
ー
へ
ど
う
ぞ

日
時
／
６
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮
午
前
11

時
～
午
後
１
時
30
分
▼
場
所
／
市
役
所

１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
▼
内
容
／
障
が

い
者
支
援
事
業
所
で
作
っ
て
い
る
お
弁

当
、
お
菓
子
お
よ
び
雑
貨
な
ど
の
販
売

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐

５
７
３
３

公
園
内
の
伐
採
木
を
無
償
提
供
し
ま
す

日
時
／
６
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

４
時
（
雨
天
決
行
）
▼
場
所
／
飯
森
山

公
園
駐
車
場
（
売
店
側
）
▼
対
象
／
ど

な
た
で
も
▼
内
容
／
桜
、
ニ
セ
ア
カ
シ

ア
な
ど
３
０
０
本
程
度
▼
申
し
込
み
／

当
日
会
場
へ

◆
無
く
な
り
次
第
終
了
。
伐
採
木
の
切

断
や
積
み
込
み
、
運
搬
な
ど
は
自
分
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
現
地
で
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
土
木
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６
‐
５

７
４
５

る
方
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
福
祉
課
発
達
支
援
室 

☎
２
６
‐
６

２
５
８

児
童
手
当
の
支
払
い
と
現
況
届

　

５
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を
６
月
９

日
㈮
に
該
当
す
る
方
の
預
金
口
座
に
支

払
い
ま
す
。
６
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
る
た
め
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
届
出
用
紙
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月
30
日
㈮
ま
で
、

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し
を
添
付

し
、
市
役
所
１
階
子
育
て
支
援
課
家
庭

支
援
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
方
は
、
平
成
29
年
度
の
所
得
証
明
書

も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６
‐
５
７
３
４

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
事
業

交
付
金
の
申
請

対
象
／
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
、

市
が
認
定
し
た
計
画
に
基
づ
く
有
機
農

業
の
取
り
組
み
お
よ
び
特
別
栽
培
と
組

み
合
わ
せ
た
各
種
の
営
農
活
動
に
取
り

組
む
農
業
法
人
、集
落
営
農
組
織
、生
産

組
合
な
ど
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ
▼
対

象
事
業
／
有
機
農
業（
化
学
肥
料
お
よ

び
農
薬
を
使
用
し
な
い
）、堆
肥
の
施
用
、

冬
期
湛た
ん

水す
い

、カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
、リ
ビ
ン

け
が
を
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

海
岸
で
類
似
の
漂
着
物
を
発
見
し
た
際

は
、
手
を
触
れ
ず
に
庄
内
総
合
支
庁
環

境
課
ま
た
は
市
環
境
衛
生
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課 

☎
０
２
３

５
‐
６
６
‐
５
７
０
４
、
市
環
境
衛
生
課 

☎
３
１
‐
０
９
３
３

酒
田
市
水
防
訓
練

日
時
／
６
月
18
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
最
上
川
右
岸
河
川
敷

（
下
瀬
地
内
）
▼
内
容
／
水
防
隊
に
よ

る
水
防
工
法
訓
練
な
ど

問
市
危
機
管
理
課
地
域
防
災
係 

☎
５

２
‐
２
７
８
０

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の

説
明
会
・
意
見
交
換
会
の
開
催

日
時
・
場
所
／
６
月
19
日
㈪
午
後
１
時

30
分
～
・
港
南
コ
ミ
セ
ン
、
20
日
㈫
午

後
７
時
～
・
宮
野
浦
コ
ミ
セ
ン
、
21
日

㈬
午
後
７
時
～
・
松
原
コ
ミ
セ
ン
▼
対

象
／
ど
な
た
で
も

◆
他
地
区
の
日
程
は
、
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１
‐
０

９
３
３

心
身
障
が
い
児
養
育
手
当
の
支
給

　

６
月
は
心
身
障
が
い
児
養
育
手
当
の

支
給
月
で
す
。
６
月
９
日
㈮
に
該
当
す

お

知

ら

せ

平
成
29
年
度
市
・
県
民
税
の

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

６
月
中
旬
に
平
成
29
年
度
の
市
・
県

民
税
の
納
税
通
知
書
（
普
通
徴
収
）
を

送
付
し
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
市
・
県

民
税
は
、
平
成
28
年
中
の
個
人
の
所
得

を
基
に
計
算
さ
れ
、
平
成
29
年
１
月
１

日
に
住
所
の
あ
っ
た
市
町
村
で
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
へ
の
変
更
は
、

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
手
続
き
で
き

ま
す
。
ま
た
納
付
書
を
利
用
す
る
方
は
、

各
金
融
機
関
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

◆
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
方
は
、

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
は

変
更
で
き
ま
せ
ん
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
税
務
課
市
民
税
係 

☎
２
６
‐
５
７

１
２
〜
５
７
１
４

漂
着
し
た
照
明
弾
を
発
見
し
た
ら

　

５
月
２
日
、
飛
島
西
海
岸
に
お
い
て
、

照
明
弾
と
み
ら
れ
る
長
さ
約
30
㌢
、
直

径
約
５
㌢
の
筒
状
の
物
体
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
４
月
に
、
高
知
県
で
同

様
の
も
の
を
手
に
取
っ
た
小
学
生
が
大
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 ● 情報ボックス

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
11
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
▼
場
所

／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
本
市

在
住
の
小
学
５
年
・
６
年
生
と
そ
の

保
護
者
▼
定
員
／
各
先
着
８
組
▼
内
容

／
廃
食
用
油
を
使
っ
た
エ
コ
キ
ャ
ン
ド

ル
作
り
と
環
境
に
関
す
る
話
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
６
月
２
日
㈮
～
８

日
㈭
に
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係
へ 

☎
３
１
‐０
９
３
３

安
全
と
安
心
の
ま
ち
酒
田「
標
語
」募
集

テ
ー
マ
／
暴
力
や
暴
力
団
を
追
放
し
社

会
を
明
る
く
す
る
も
の
、
交
通
安
全
に

関
す
る
も
の
▼
応
募
資
格
／
本
市
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
▼
申

し
込
み
／
６
月
15
日
㈭
（
消
印
有
効
）

ま
で
、
応
募
作
品
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
９
９
８
‐
８

５
４
０
（
住
所
不
要
）
酒
田
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

FAX
２
６
‐

４
９
１
１ 

*m
achi@

city.sakata.lg.jp

◆
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
に
限
り

ま
す
。
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰

属
し
ま
す
。

◆
入
賞
作
品
は
７
月
25
日
㈫
開
催
予
定

の
「
安
全
と
安
心
の
ま
ち
酒
田
」
市
民

大
会
で
表
彰
し
ま
す
。 

問
同
室 

☎
２
６
‐
５
７
２
６

円
、
高
校
生
１
０
０
円
、
小
中
学
生
50

円
（
６
月
３
日
㈯
、
４
日
㈰
、
８
月
26

日
㈯
、
27
日
㈰
は
無
料
開
放
）

◆
約
２
時
間
ご
と
に
入
場
者
の
入
れ
替

え
あ
り
。

問
平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー 

☎
５

２
‐
３
２
８
４

光
ケ
丘
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

時
間
変
更
／
６
月
11
日
㈰
、
17
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
６
時
▼
休
館
／
６
月
12

日
㈪
～
15
日
㈭
、
18
日
㈰

問
光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３
‐
０
１
７
０

募

集

第
６
回
移
住
者
交
流
会
参
加
者
募
集

　

移
住
し
た
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
応
援
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
10
日
㈯
午
後
４
時
～
７
時

30
分
（
雨
天
時
中
止
）
▼
場
所
／
酒
田

北
港
緑
地
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内

容
／
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
移
住
し
た
方
々

と
の
交
流
▼
持
ち
物
／
自
身
の
飲
み
た

い
飲
み
物
▼
費
用
／
１
千
円（
材
料
代・

保
険
料
）
▼
申
し
込
み
／
６
月
８
日
㈭

ま
で
市
政
策
推
進
課
移
住
相
談
総
合
窓

口
へ 
☎
２
６
‐５
７
６
８ 

*iju@
city.

sakata.yam
agata.jp

◆
子
ど
も
連
れ
大
歓
迎
。
当
日
飛
び
入

り
参
加
も
可
。

し
、
均
等
割
の
み
課
税
と
な
る
場
合
を

含
む
）
▼
補
助
金
額
／
生
徒
１
人
当
た

り
年
額
３
万
６
千
円
（
①
は
６
万
円
）

▼
申
し
込
み
／
６
月
30
日
㈮
ま
で
各
学

校
へ

問
市
教
育
委
員
会
企
画
管
理
課
企
画
管

理
係 

☎
２
６
‐
５
７
７
２

図
書
館
の
休
館

　

図
書
整
理
期
間
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
強
き
ょ
う
じ
ん靭
化
作
業
の
た

め
、
左
表
の
通
り
休
館
し
ま
す
。

問
中
央
図
書
館 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

期
間
／
６
月
３
日
㈯
～
８
月
27
日
㈰
▼

時
間
／︻
平
日
︼午
後
１
時
～
５
時（
火

曜
日
定
休
）︻
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、

７
月
21
日
〜
８
月
23
日
︼
午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
▼
費
用
／
大
人
１
６
０

図
書
館
名

休
館
期
間

中
央
図
書
館 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

◆
学
習
室
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

6月5日㈪～7月4日㈫

児
童
図
書
室 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

八
幡
分
館 
☎
６
４
‐
３
９
７
１

松
山
分
館 

☎
６
１
‐
４
３
６
５

ひ
ら
た
図
書
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
‐
３
９
３
０

◆
学
習
ル
ー
ム
は
利
用
で
き
ま
す
。

大
学
等
修
学
資
金
の
利
子
補
給
・
私

立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
補
助

︻
大
学
等
修
学
資
金
（
教
育
ロ
ー
ン
）

の
利
子
補
給
︼
対
象
／
６
月
１
日
現

在
、
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
（
専
門

課
程
を
置
き
、
修
学
年
限
が
２
年
以
上

の
も
の
に
限
る
）
に
在
学
す
る
本
市
出

身
の
学
生
が
い
る
本
市
在
住
の
保
護
者

で
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方 

①

世
帯（
学
生
本
人
の
兄
弟
姉
妹
は
除
く
）

の
収
入
が
給
与
収
入
の
み
の
場
合
は
収

入
合
計
額
７
７
０
万
円
以
下
、
そ
れ
以

外
の
場
合
は
所
得
合
計
額
５
７
３
万
円

以
下
の
方 

②
金
融
機
関
か
ら
修
学
貸

し
付
け
を
受
け
て
い
て
、
他
の
利
子
補

給
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方
▼
補
給

金
額
／
修
学
資
金
貸
し
付
け
の
利
子
の

年
額
（
上
限
４
万
円
）
▼
申
し
込
み
／

６
月
30
日
㈮
ま
で
市
教
育
委
員
会
企
画

管
理
課
企
画
管
理
係
へ

◆
申
込
書
は
同
課
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

︻
私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
補
助
︼

対
象
／
６
月
１
日
現
在
、
私
立
高
等
学

校
に
在
学
す
る
生
徒
が
い
る
本
市
在
住

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方 

①
生
活
保
護
世
帯 

②
本
年
度

の
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯 

③
本
年

度
の
市
民
税
が
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ

て
い
る
世
帯
（
年
少
扶
養
控
除
お
よ
び

特
定
扶
養
控
除
廃
止
前
の
基
準
で
算
定
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中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ
ラ
ザ
▼
対
象
／

本
市
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
代
の
男
性

▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内
容
／
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
や
ス
テ
ッ
プ
台
を
使
っ
た
集

団
で
の
運
動
、マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
▼
持
ち
物
／
運
動
し
や
す
い
服
装
、

内
靴
、タ
オ
ル
、飲
み
物
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
６
月
７
日
㈬
午
前
９
時

～
19
日
㈪
に
電
話
で
中
町
に
ぎ
わ
い
健

康
プ
ラ
ザ
へ 

☎
４
３
‐
１
３
７
３

◆
傷
害
保
険
に
は
加
入
し
ま
せ
ん
の
で
、

了
承
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
利
用
促
進
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

期
間
／
６
月
下
旬
～
平
成
30
年
３
月
末

▼
対
象
／
本
市
、
遊
佐
町
、
三
川
町
、

庄
内
町
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る
39

歳
以
下
の
方
▼
定
員
／
若
干
名
▼
内
容

／
若
年
層
が
利
用
し
た
く
な
る
施
設
の

運
用
を
考
え
る
▼
申
し
込
み
／
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
な
ど
を
明
記
し
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

問
市
社
会
教
育
文
化
課
公
民
館
事
業
係 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

生
涯
学
習
指
導
者
等
登
録
制
度

市
民
生
涯
学
習
支
援
企
画
講
座

︻
①
生
涯
学
習
指
導
者
登
録
制
度
︼

対
象
／
専
門
知
識
や
技
能
を
有
す
る
本

市
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
方

30
分
▼
集
合
／
酒
田
駅
前
暫
定
駐
車
場

の
大
獅
子
前
▼
対
象
／
中
心
商
店
街
で

出
店
、
開
業
を
考
え
て
い
る
方
▼
定
員

／
先
着
10
人
▼
内
容
／
酒
田
駅
前
商
店

街
内
の
空
き
店
舗
の
内
覧
（
５
店
舗
ほ

ど
）、
各
種
助
成
金
の
説
明
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
６
月
５
日
㈪
～
16

日
㈮
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
推

進
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
２
６
‐５
８
２
１

介
護
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
う

認
知
症
カ
フ
ェ
参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
22
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ

ラ
ザ
▼
対
象
／
認
知
症
の
方
本
人
お
よ

び
介
護
者（
介
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

▼
内
容
／
茶
話
会
▼
費
用
／
３
０
０
円

（
茶
菓
子
代
）
▼
申
し
込
み
／
当
日
会

場
へ

◆
同
会
場
の
駐
車
場
を
利
用
し
た
方
に

は
無
料
駐
車
券
を
発
行
し
ま
す
。

◆
車
椅
子
で
の
参
加
も
可
。

問
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
５

60
歳
代
男
性
向
け
運
動
教
室

受
講
生
募
集

日
時
／
７
月
７
日
、14
日
、21
日
、28
日
、

８
月
４
日
、18
日
、25
日
、９
月
１
日
、８

日
、15
日
、22
日
、29
日
の
金
曜
日
午
前

10
時
～
11
時
30
分（
全
12
回
）▼
場
所
／

酒
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
参
加
者
募
集

期
日
／
７
月
11
日
～
９
月
26
日
の
毎
週

火
曜
日
（
全
12
回
）
▼
時
間
／
午
後
７

時
～
９
時
▼
場
所
／
市
光
ケ
丘
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
▼
対
象
／
中
学
３
年
生
（
一

般
も
可
。
初
心
者
大
歓
迎
）
▼
内
容
／

基
本
と
応
用
練
習
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
６
月
30
日
㈮

ま
で
酒
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
事
務
局
、

斉
藤 

☎
０
９
０‐４
６
３
９‐８
０
７
１

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

「
ま
ち
こ
が
語
る
女
性
も
男
性
も

活
躍
」講
演
会

日
時
／
６
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ

ラ
ザ
▼
対
象
／
18
歳
以
上
の
男
女
▼
定

員
／
先
着
50
人
▼
講
師
／
東
北
公
益

文
科
大
学
教
授 
伊
藤
眞
知
子
氏
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
６
月
５
日

㈪
〜
酒
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
へ 

☎
２
６
‐５
６
１
６ 

*w
ith@

city.sakata.lg.jp

◆
託
児（
満
１
歳
～
就
学
前
児
童
）希
望

の
方
は
６
月
15
日
㈭
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い（
先
着
５
人
、１
人
５
０
０
円
）。

商
店
街
空
き
店
舗
ツ
ア
ー

i

イ
ン

n 

酒
田
駅
前
参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時

酒
田
市
雇
用
創
造
協
議
会

求
職
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

対
象
／
全
日
程
受
講
可
能
で
、
本
市
内

へ
就
職
や
転
職
、
創
業
を
希
望
す
る
方

▼
申
し
込
み
／
申
込
書
を
記
入
の
上
、

中
町
庁
舎
１
階
同
協
議
会
へ
持
参
、
FAX

２
３
‐
１
５
５
６
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://sakata-koyou.jp/

の

各
セ
ミ
ナ
ー
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

◆
申
込
書
は
同
協
議
会
事
務
所
、
市
商

工
港
湾
課
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

問
同
協
議
会 

☎
４

３
‐
１
５
５
５

開催日 時　間 セミナー名 申込締切

6／27㈫
　～30㈮

午前9時30分
～午後3時30分 スマートフォン用アプリ開発セミナー 6／19㈪

7／3㈪、
　 4㈫、
　 5㈬、
　 7㈮

午前10時
～午後4時

3級ＦＰ技能検定対策セミナー
◆無料託児サービス対象セミナー

（6／19㈪託児申込締切）
6／23㈮

▲同協議会ホーム
　ページQRコード
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◆
申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー 

☎
５
２
‐
３
２
８
４

カ
ヌ
ー
で
自
然
へ
漕
ぎ
出
そ
う

初
心
者
カ
ヌ
ー
教
室
受
講
者
募
集

日
時
／
６
月
18
日
～
７
月
９
日
の
日
曜

日
午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
全
４
回
）

▼
場
所
／
平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

ヨ
ッ
ト
カ
ヌ
ー
場
▼
対
象
／
小
学
４
年

生
以
上
▼
定
員
／
先
着
10
人
▼
費
用
／

一
般
１
千
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０
円

（
受
講
料
、
保
険
料
）
▼
申
し
込
み
／

平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
５

２
‐３
２
８
４

◆
海
洋
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
が
必
要
で
す
。

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
講
習
会

参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
15
日
㈭
、
16
日
㈮
の
午
後

１
時
～
３
時
▼
場
所
／
平
田
総
合
支
所

前
イ
ベ
ン
ト
広
場
▼
対
象
／
ど
な
た
で

も
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
内
容
／

草
花
の
寄
せ
植
え
▼
講
師
／
庄
内
園
芸

緑
化
㈱
代
表
取
締
役 

渡
部
佐
界
氏
▼

費
用
／
１
千
５
０
０
円
（
材
料
代
）
▼

申
し
込
み
／
６
月
２
日
㈮
～
９
日
㈮
の

平
日
に
平
田
総
合
支
所
建
設
産
業
課
産

業
係
へ 

☎
５
２
‐３
９
１
５

７
４
５

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念
事
業

「
や
わ
た
の
名
瀑
探
訪
」参
加
者
募
集

日
時
／
７
月
８
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～

午
後
３
時
ご
ろ
（
小
雨
決
行
）
▼
集
合

／
八
幡
総
合
支
所
▼
対
象
／
中
学
生
以

上
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
コ
ー
ス
／
慈

光
滝
～
和
滝
～
玉
簾
の
滝
～
洞
吹
の
滝

～
不
動
ノ
滝
▼
持
ち
物
／
野
外
活
動
に

適
し
た
服
装
、
飲
み
物
、
天
候
に
よ
り

雨
具
、長
靴
な
ど
▼
費
用
／
１
千
円（
昼

食
代
、
保
険
料
）
▼
申
し
込
み
／
６
月

１
日
㈭
～
30
日
㈮
に
八
幡
総
合
支
所
建

設
産
業
課
産
業
係
内
、
八
幡
地
域
観
光

物
産
事
業
実
行
委
員
会
へ 

☎
６
４
‐３

１
１
５

平
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
小
学
生

短
期
集
中
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

期
日
／
６
月
16
日
～
８
月
４
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
８
回
）
▼
時
間
／
①
午
後

５
時
30
分
～
６
時
30
分 

②
午
後
６
時

40
分
～
７
時
40
分
▼
場
所
／
同
セ
ン
タ

ー
プ
ー
ル
▼
対
象
／
①
小
学
１
年
・
２

年
生
の
泳
げ
な
い
児
童 

②
小
学
３
年

～
６
年
生
の
25
㍍
泳
げ
な
い
児
童
▼
定

員
／
各
コ
ー
ス
先
着
20
人
▼
費
用
／
３

千
円
（
受
講
料
・
プ
ー
ル
使
用
料
）
▼

申
し
込
み
／
６
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮
に

申
込
書
を
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は

FAX
５
２
‐３
５
１
６

*kekkon-sc@
city.sakata.lg.jp

◆
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６
‐
５
６
１
２

中
国
料
理
教
室
参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

本
市
在
住
ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
方
▼

定
員
／
12
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
講
師
／
池
田
陽
子
氏
（
中
国
出
身
）

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
▼
費

用
／
１
千
円
（
材
料
代
）
▼
申
し
込
み

／
６
月
11
日
㈰
ま
で
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
携
帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、
市
国
際
交
流
サ

ロ
ン
へ 

*kokusai@
city.sakata.lg.jp

◆
同
サ
ロ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で

き
る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
サ
ロ
ン 
☎
２
６
‐
５
６
１
５

光
ケ
丘
地
区
環
境
美
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
24
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～

10
時
30
分
（
小
雨
決
行
）
▼
集
合
／
光

ケ
丘
プ
ー
ル
前
（
足
湯
付
近
）
▼
対
象

／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
光
ケ
丘
公
園

お
よ
び
万
里
の
松
原
で
の
草
刈
り
、
つ

る
切
り
、
ご
み
・
枝
拾
い
な
ど
▼
持
ち

物
／
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、軍
手
、タ
オ
ル
、

雨
具
な
ど
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
市
土
木
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６
‐
５

◆
登
録
後
は
講
座
指
導
者
と
し
て
活
動

で
き
ま
す
。

︻
②
市
民
生
涯
学
習
支
援
企
画
講
座
︼

　

①
の
登
録
者
が
新
た
に
企
画
、
運
営

す
る
講
座
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
内
容
／
講
師
謝
金
、
受
講
者
募
集
、

教
室
使
用
料
な
ど
の
減
免
（
３
回
分
）

▼
募
集
講
座
数
／
２
講
座
（
９
月
以
降

開
講
分
）
▼
講
座
の
開
設
場
所
／
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
募
集
期
間
／
６
月
23

日
㈮
午
後
５
時
ま
で

◆
支
援
に
は
一
定
の
条
件
・
審
査
が
あ

り
ま
す
。

︻
①
②
共
通
︼
申
し
込
み
／
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

◆
申
込
書
、
講
座
企
画
書
は
同
係
に
あ

り
ま
す
。

問
市
社
会
教
育
文
化
課
公
民
館
事
業
係 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

み
ん
な
で
楽
し
く
タ
イ
料
理
を

作
ろ
う
参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

２
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

お
お
む
ね
30
代
の
独
身
男
女
▼
定
員
／

男
女
各
８
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽

選
）
▼
講
師
／
川
上
ク
リ
ッ
テ
ィ
カ
ー

氏
▼
費
用
／
１
千
５
０
０
円（
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
／
６
月
19
日
㈪
ま
で
住

所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
携

帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明

記
し
、
市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ 
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︻
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
︼
日

時
／
６
月
４
日
㈰
午
後
２
時
～

●
清
遠
閣
会
場

◆
開
館
70
周
年
記
念
展 

本
間
美
術
館

と
歴
史
物
語
［
７
月
12
日
㈬
ま
で
］

︻
清
遠
閣
茶
会
（
玉
川
遠
州
流
酒
田
支

部
）︼
日
時
／
６
月
11
日
㈰
午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分

︻
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

東
袋
づ
く
り
︼
日

時
／
６
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰
正
午
～
▼

定
員
／
各
日
先
着
10
人
▼
費
用
／
１
千

円
▼
持
ち
物
／
裁
縫
道
具
▼
申
し
込
み

／
同
館
へ

さ
か
た
街
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３
‐
１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
２
０
１
７
押
し
花
の
魅
力
を
追
求
―

四
季
を
彩
る
イ
ン
テ
リ
ア
・
押
し
花
キ

ャ
ン
ド
ル
―［
６
月
１
日
㈭
～
12
日
㈪
］

◆
齊
藤
千
加
子
書
展 

そ
の
さ
き
に
あ
る

も
の
…
［
６
月
15
日
㈭
～
７
月
２
日
㈰
］

酒
田
夢
の
倶
楽

「
華
の
館
」 

☎
２
２
‐
１
２
２
３

◆
酒
田
伝
統
工
芸
「
匠
の
技
展
」［
６

月
18
日
㈰
ま
で
］

︻
常
設
︼
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」、
酒
田
の
歴
史
文
化
展
（
入
場

無
料
）

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊

相
馬
樓

☎
２
１
‐
２
３
１
０

水
曜
日
休
館

︻
常
設
︼竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、現
代
雛

刀
剣
」［
９
月
22
日
㈮
ま
で
］

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２
‐
２
６
３
２

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
休
館　

６
月
13
日
〜
15
日
は
展
示
替
の
た
め
休
館

◆
ア
ジ
ア
の
く
ら
し
の
技
展
［
６
月
11

日
㈰
ま
で
］

◆「
森
の
恵
み
」斎
藤
政
広
写
真
展［
６

月
16
日
㈮
〜
７
月
30
日
㈰
］

︻
真
下
慶
治
記
念
室
︼

◆
最
上
川 

Ⅰ
［
６
月
11
日
㈰
ま
で
］

◆
最
上
川 

Ⅱ［
６
月
16
日
㈮
〜
８
月
20
日
㈰
］

阿
部
記
念
館

☎
６
２
‐
２
９
２
５

金
曜
〜
日
曜
日
、
祝
日
開
館

︻
常
設
︼
阿
部
次
郎
の
書
・
書
簡
・
原
稿
、

阿
部
襄
の
貝
の
標
本
、
阿
部
家
ゆ
か
り

の
遺
品
な
ど
（
土
曜
・
日
曜
日
は
中
学

生
以
下
無
料
）

ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
５
２
‐
３
９
１
１

◆
北
墨
会
水
墨
画
展
［
６
月
30
日
㈮
ま
で
］

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２
‐
３
５
６
２

◆
端
午
の
節
句
と
刀
装
具
［
６
月
初
旬

ま
で
］

◆
開
邸
35
周
年
記
念
特
別
企
画
展 　

も
て
な
し
の
器
―
そ
の
楽
し
み
―
（
硯

箱
・
絵
皿
・
竹
籠
の
調
度
品
）［
６
月

初
旬
～
７
月
中
旬
］

本
間
美
術
館

☎
２
４
‐
４
３
１
１

●
美
術
展
会
場

◆
市
中
山
居
の
茶
―
本
間
家
伝
来
の
茶

道
具
―
［
７
月
４
日
㈫
ま
で
］

７
３
３

展

示

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１
‐
０
０
９
５

会
期
中
無
休

◆
昭
和
の
洋
画
を
切
り
拓
い
た
若
き
情

熱 

１
９
３
０
年
協
会
か
ら
独
立
へ［
６

月
３
日
㈯
～
７
月
９
日
㈰
］（
裏
表
紙

参
照
）

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１
‐
０
０
２
８

６
月
19
日
㈪
は
一
部
展
示
替
え

の
た
め
休
館

◆
特
別
展 

土
門
拳
と
18
人
の
写
真
家

が
捉
え
た
昭
和
の
こ
ど
も
［
８
月
29
日

㈫
ま
で
］

◆
選
り
抜
き
古
寺
巡
礼 

［
６
月
18
日
㈰

ま
で
］

◆
勅
使
河
原
蒼
風 

そ
の
人
と
花 

［
６

月
20
日
㈫
〜
８
月
29
日
㈫
］

酒
田
市
立
資
料
館
☎
２
４
‐
６
５
４
４

会
期
中
無
休

◆
第
２
０
１
回
企
画
展 
古
き
良
き
湊

町
の
面
影
伝
え
る
―
懐
か
し
い
酒
田
の

旧
町
名
［
６
月
19
日
㈪
ま
で
］ 

◆
第
２
０
２
回
企
画
展 

酒
田
を
訪
れ

た
人
々
―
文
人
墨
客
か
ら
維
新
の
志
士

ま
で
―［
６
月
24
日
㈯
〜
９
月
４
日
㈪
］

◆
岸
洋
子
メ
モ
リ
ア
ル
特
別
展
示
［
12

月
27
日
㈬
ま
で
］

光
丘
文
庫

中
町
庁
舎
６
階

☎
２
４
‐
２
９
９
６

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
休
館

◆
所
蔵
資
料
展
「
書
物
に
み
る
甲
冑
と

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
７
月
４
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
、

５
日
㈬
午
前
９
時
～
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
開
催
日
の

前
日
ま
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２
‐３
９
１
１

イ

ベ

ン

ト

昭
和
の
こ
ど
も

出
張
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
催

期
日
・
場
所
／
６
月
１
日
㈭
～
13
日
㈫・

庄
内
空
港
３
階
、
14
日
㈬
～
28
日
㈬
・

市
役
所
１
階

問
土
門
拳
記
念
館 

☎
３
１
‐
０
０
２
８

デ
ン
タ
ル
フ
ェ
ア
２
０
１
７
さ
か
た

歯
の
無
料
健
診
と
お
口
の
健
康
相
談

日
時
／
６
月
11
日
㈰
午
前
９
時
～
正

午
（
受
け
付
け
は
11
時
30
分
ま
で
）
▼

場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
歯
科
健
診
、
お

口
の
健
康
相
談
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、

フ
ッ
素
塗
布
、
咬こ
う

合ご
う

力
測
定
（
中
学
生

以
上
）
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
市
健
康
課
保
健
予
防
係 

☎
２
４
‐
５
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部
、
酒
田
警
察
署
、
酒
田
海
上
保
安
部
、

自
衛
隊
の
仕
事
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

▼
費
用
／
無
料

問
自
衛
隊
酒
田
地
域
事
務
所
（
上
安
町

一
丁
目
） 

☎
２
７
‐
３
５
３
２

河
川
内
の
樹
木
を
伐
採
す
る
方
を

募
集
し
ま
す

期
間
／
８
月
上
旬
～
平
成
30
年
２
月
下

旬
▼
場
所
／
最
上
川
、
赤
川
▼
申
し
込

み
／
６
月
１
日
㈭
～
所
定
の
応
募
用
紙

を
記
入
し
、
酒
田
河
川
国
道
事
務
所
河

川
管
理
課
へ

◆
伐
採
木
は
販
売
な
ど
営
利
目
的
で
も
可
。

◆
詳
細
は
同
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課 

☎
２
７
‐
３
４
９
７

日
本
語
サ
ポ
ー
タ
ー

初
心
者
講
座
参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
市
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
外

国
人
へ
の
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
に
関
心
が

あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内
容

／
日
本
語
学
習
支
援
方
法
な
ど
▼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
６
月
５
日
㈪
～

23
日
㈮
に
日
本
語
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
べ
に
ば
な
会
」
事
務
局
へ 

☎

２
６
‐
５
６
１
５ 

FAX
２
６
‐
５
６
１
７ 

*kokusai@
city.sakata.lg.jp

無
料
法
律
相
談

日
時
／
６
月
23
日
㈮
午
後
２
時
～
４

時
（
１
人
30
分
程
度
）
▼
場
所
／
交
流

ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
在
住
か
勤
務
先

の
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
４
人
▼
内
容

／
離
婚
問
題
、
養
育
費
・
慰
謝
料
問
題

な
ど
（
申
込
時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、

氏
名
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
）
▼
相
談
員
／
藤
井
正
寿

弁
護
士
▼
申
し
込
み
／
６
月
１
日
㈭
～

５
日
㈪
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
に
電
話
で
市
子
育
て
支
援
課

家
庭
支
援
係
へ 

☎
２
６
‐５
７
３
４

さ

か

た

情

報

ひ

ろ

ば

◆
国
・
県
・
市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
◆

６
月
１
日
～
10
日
は「
電
波
利
用
環

境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」で
す

　

電
波
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
。
電
波
の
混
信
・
妨
害

に
つ
い
て
は
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

相
談
窓
口 

☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐
０
６

４
１
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
夜
あ
ら
ゆ
る
災
害
、危
険
か
ら

地
域
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー
が
集
結
！

日
時
／
６
月
18
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
／
市
親
子
ス
ポ
ー
ツ
会
館
▼
内

容
／
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本

市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
相
談
会

︻
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
無
料
登
録

相
談
会
︼
日
時
／
６
月
25
日
㈰
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
▼
場
所
／
交
流
ひ

ろ
ば
▼
対
象
／
20
歳
～
45
歳
の
独
身
男

女
▼
定
員
／
30
人
▼
内
容
／
お
見
合
い

制
度
へ
の
登
録
と
相
談
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
６
月
５
日
㈪
～
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
へ

︻
休
日
結
婚
相
談
会
︼
日
時
／
①
６
月
11

日
㈰ 

②
７
月
２
日
㈰
の
午
前
10
時
～
午

後
４
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象

／
①
20
代
～
30
代 

②
40
代
の
独
身
男

女
▼
定
員
／
①
②
各
先
着
５
人
▼
内
容

／
結
婚
相
談
・
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

の
紹
介
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

６
月
５
日
㈪
～
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

問
同
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６
‐
５
６
１
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
６
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
本
市
在
住
で
眠
れ
な
い
、
気
分

が
ふ
さ
ぐ
、
人
と
会
い
た
く
な
い
な
ど

で
お
悩
み
の
方
と
そ
の
家
族
で
、
専
門

医
に
通
院
し
て
い
な
い
方
▼
定
員
／
先

着
２
人
▼
相
談
員
／
精
神
保
健
福
祉
士

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
６
月
21

日
㈬
ま
で
市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎
２

４
‐５
７
３
３

旧
鐙
屋

☎
２
２
‐
５
０
０
１

◆
北
前
船
と
酒
田
［
６
月
１
日
㈭
〜
28

日
㈬
］

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２
‐
０
１
４
６

◆
花
嫁
衣
裳
展
［
６
月
１
日
㈭
〜
８
月

30
日
㈬
］

︻
常
設
︼人
形
作
家 
辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館 

☎
０
９
０
‐
２
８
４
６
‐
６
８
４
６

金
曜
～
日
曜
日
、
祝
日
開
館

◆
北
前
船
が
運
ん
だ
美
術
工
芸
品
（
武

者
人
形
・
武
具
、
着
物
、
陶
磁
器
な
ど
）

［
６
月
２
日
㈮
〜
７
月
２
日
㈰
］

︻
常
設
︼
庄
内
の
民
芸
品

相

談

無
料
法
律
相
談

日
時
／
６
月
25
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
、

三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
在
住
か
、

本
市
に
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

▼
相
談
員
／
尾
形
稔
弁
護
士
▼
申
し
込

み
／
６
月
９
日
㈮
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６
‐５
７
２
６
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堂
（
三
川
町
）
▼
対
象
／
新
た
に
狩
猟

免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
方
▼
費
用
／

５
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）
▼
申
し

込
み
／
６
月
19
日
㈪
ま
で
費
用
を
添
え

て
（
一
社
）
山
形
県
猟
友
会
ま
た
は
各

地
区
支
部
へ

問
同
会 

☎
０
２
３‐
６
２
４‐
０
３
８
２

ぐ
る
っ
と
庄
内
探
訪

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
23
日
㈮
午
前
８
時
～
午
後

４
時
▼
場
所
／
酒
田
駅
前
発
着
、
青
果

市
場
、
鶴
岡
公
園
経
由
▼
対
象
／
庄
内

地
方
在
住
の
方
▼
定
員
／
25
人
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
内
容
／
月

山
ダ
ム
見
学
、
宝
谷
の
そ
ば
打
ち
体
験

と
昼
食
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
な
ど
▼
費

用
／
２
千
円
（
全
行
程
の
費
用
）
▼
申

し
込
み
／
６
月
13
日
㈫
（
必
着
）
ま
で

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
９
９
７
‐
１

３
２
１ 

三
川
町
大
字
押
切
新
田
字
茨

谷
地
50 

庄
内
広
域
行
政
組
合
へ 

FAX
０

２
３
５
‐
６
６
‐
４
１
４
０ 

*koiki@
inetshonai.or.jp

◆
２
人
ま
で
同
時
に
応
募
で
き
ま
す
。

問
同
組
合 

☎
０
２
３
５
‐
６
６
‐
４
１

４
１ぴ

ー
ち
く
ぱ
ー
く
の
つ
ど
い

親
子
で
楽
し
む「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

日
時
／
６
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

が
心
配
な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方
▼
内

容
／
５
社
の
メ
ー
カ
ー
が
参
加
▼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
同
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６
‐
５
２
８
２

市
民
公
開
講
座

お
腹
の
中
の
耳
よ
り
な
話

日
時
／
６
月
10
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
／
日
本
海
総
合
病
院
２
階
講
堂

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
講
演

「
ほ
っ
と
い
ち
ゃ
ダ
メ
。
健
診
の
肝
機

能
異
常｣

「
胆
石
っ
て
な
ん
だ
？
」「
毎

日
快
腸
で
す
か
？
―
便
秘
の
話
―
」「
近

ご
ろ
話
題
の
腸
内
細
菌
」
▼
費
用
／
無

料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
同
病
院
総
務
課 

☎
２
６
‐
２
０
０
１

狩
猟
普
及
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ン
タ
ー
へ
の
道

日
時
／
６
月
11
日
㈰
午
前
10
時
～
▼
場

所
／
鶴
岡
市
手
向
地
区
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／

狩
猟
の
魅
力
や
猟
友
会
の
活
動
な
ど
の

説
明
、
射
撃
見
学
や
ジ
ビ
エ
料
理
の
試

食
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

（
一
社
）山
形
県
猟
友
会
へ 

☎
０
２
３
‐

６
２
４
‐０
３
８
２

狩
猟
免
許︵
初
心
者
︶講
習
会

日
時
／
６
月
24
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分
▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁
講

旬
～
10
月
中
旬
に
１
品
種
ず
つ
４
回
発

送
▼
費
用（
１
口
、消
費
税
・
送
料
込
み
）

／
①
②
４
千
円 

③
８
千
円 

④
１
万
円

▼
申
し
込
み
／
７
月
31
日
㈪
ま
で
Ｊ
Ａ

庄
内
み
ど
り
内 

刈
屋
梨
オ
ー
ナ
ー
倶

楽
部
事
務
局
へ 

☎
２
６
‐５
５
３
５

◆
天
候
な
ど
の
影
響
で
発
送
時
期
が
前

後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

庄
内
浜
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

集
合
／
各
海
水
浴
場
駐
車
場

申
し
込
み
／
実
施
日
の
７
日
前
ま
で
庄

内
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
環
境
課

へ 

☎
０
２
３
５
‐６
６
‐５
７
０
４

◆
ご
み
袋
・
軍
手
は
用
意
し
ま
す
。

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
・
乳
房
手
術
後

補
整
下
着
の
合
同
相
談
会

日
時
／
６
月
22
日
㈭
午
後
１
時
～
午
後

２
時
30
分
▼
場
所
／
日
本
海
総
合
病
院

２
階
講
堂
▼
対
象
／
治
療
に
よ
る
脱
毛

は
か
り︵
特
定
計
量
器
︶の
定
期
検
査

　

取
り
引
き
や
証
明
な
ど
に
使
用
す
る

は
か
り
は
、
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
寄
り

の
会
場
で
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
計
量
協
会 

☎
０
２
３
‐
６
４

４
‐
９
８
１
１

酒
田
市
特
産「
刈
屋
梨
」の

オ
ー
ナ
ー
募
集

内
容
／
①
幸
水
（
１
口
特
選
約
５
キ
ロ

㌘
） 

②
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
（
１
口
特
選
約

５
キ
ロ
㌘
） 

③
フ
ラ
ン
ス
紀
行
（
１
口

フ
ラ
ン
ス
原
産
西
洋
梨
３
品
種
各
約
３

キ
ロ
㌘
） 

④
和
な
し
三
昧
（
１
口
和
な

し
４
品
種
各
約
３
キ
ロ
㌘
）
▼
発
送
時

期
／
①
９
月
上
旬
～
中
旬 

②
11
月
上

旬
～
中
旬 

③
10
月
上
旬
～
11
月
中
旬

に
１
品
種
ず
つ
３
回
発
送 

④
９
月
上

日　

時

場　

所

６
月
13
日
㈫

午
前
11
時
〜

宮
海
海
水
浴
場

６
月
30
日
㈮

午
前
10
時
50
分
〜
浜
中
あ
さ
り

海
水
浴
場

日　付 受付時間 場所

6月

19日㈪ 午後1時～3時 平田総合支所

20日㈫ 午前10時30分～正午 とびしま
マリンプラザ

21日㈬ 午後1時～3時 松山農村環境
改善センター

22日㈭
午前9時30分～正午 八幡総合支所
午後1時30分～4時

総合文化
センター

23日㈮ 午前9時30分～午後3時
26日㈪ 午後1時～4時
27日㈫ 午前9時30分～午後4時
28日㈬ 午前9時30分～午後4時
29日㈭ 午前9時30分～午後4時
30日㈮ 午前9時30分～午後3時
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 ● 情報ボックス

月
６
日
、
20
日
の
木
曜
日
午
後
４
時
～

６
時
▼
場
所
／
宮
野
浦
コ
ミ
セ
ン
▼
対

象
／
小
学
生
以
上（
親
子
で
参
加
可
）▼

定
員
／
先
着
15
人
▼
講
師
／
高
橋
理
香

氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
山
形

箏
曲
彩
音
会
へ 

☎
０
９
０
‐
９
４
２
５

‐８
８
２
４

◆
三
川
会
場
（
日
曜
日
開
催
）
も
あ
り
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
私
た
ち
の
ね
が
い
に
こ
た
え
る
図
書

館
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
」講
演
会

日
時
／
６
月
11
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
▼
場
所
／
酒
田
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
緑
町
）
▼
対
象
／
ど
な
た

で
も
▼
講
師
／
前
新
潟
市
立
新
津
図
書

館
長 

松
原
伸
直
氏
、
新
発
田
市
立
図

書
館
利
用
者
友
の
会 

高
橋
則
子
氏
▼

費
用
／
３
０
０
円
▼
申
し
込
み
／
当
日

会
場
へ

問
図
書
館
を
考
え
る
会 

☎
２
３
‐
６
４

５
２ま

ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時
・
場
所
／
６
月
12
日
㈪
午
前
10
時

～
11
時
・
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ
ラ
ザ
、

29
日
㈭
午
後
２
時
～
３
時
・
浜
田
コ
ミ

セ
ン
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／

血
圧
、
体
脂
肪
・
内
臓
脂
肪
、
血
管
年

齢
の
測
定
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
当
日
会
場
へ

問
本
間
病
院
友
の
会 

☎
２
６
‐
６
６
３
１

内
容
／
桜
の
実
採
取
の
散
策
、
桜
の

果
実
酒
作
り
、
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
作
り

▼
費
用
／
１
千
円
（
保
険
料
、
材
料
代
、

昼
食
代
。
さ
ん
さ
ん
の
入
浴
券
ま
た
は
、

森
の
家
そ
ば
割
引
券
付
き
）
▼
申
し
込

み
／
同
館
へ 

☎
６
２
‐３
３
２
３

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

す
ま
い
る
の
催
し

︻
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
︼
期

日
・
内
容
／
６
月
７
日
㈬
・「
ス
ー
パ

ー
の
女
」、
14
日
㈬
・「
ミ
ン
ボ
ー
の
女
」、

21
日
㈬
・
西
部
劇
「
ヴ
ェ
ラ
ク
ル
ス
」、

28
日
㈬
・「
た
ん
ぽ
ぽ
」
▼
時
間
／
午

後
１
時
30
分
～
▼
費
用
／
無
料 

︻
う
た

ご
え
喫
茶
︼
日
時
／
６
月
12
日
㈪
午
後

７
時
～
▼
費
用
／
４
０
０
円 

︻
す
ま
い

る
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
６
月
生
募

集
︼
日
時
／
金
曜
日
午
後
～
▼
対
象
／

全
く
初
め
て
の
方
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
コ
ー
ス
あ
り
）▼
費
用
／
４
千
円（
資

料
代
）
▼
申
し
込
み
／
齋
藤 

☎
０
８

０
‐３
５
２
６
‐６
１
４
７

問
す
ま
い
る 

☎
５
２
‐
３
１
３
０

箏 

日
本
の
楽
器
体
験
教
室

参
加
者
募
集

︻
特
別
講
座 

水
無
月
コ
ン
サ
ー
ト
︼
日

時
／
６
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
▼

場
所
／
響
ホ
ー
ル
（
庄
内
町
）
▼
対
象

／
ど
な
た
で
も
▼
費
用
／
無
料

︻
体
験
講
座
︼
日
時
／
６
月
29
日
、
７

団
団
長 

平
了
氏
▼
費
用
／
無
料

問
（
公
社
）
酒
田
青
年
会
議
所 

☎
２

４
‐
９
１
９
２

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
教
室

日
時
／
６
月
22
日
㈭
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
／
酒
田
市
八
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
▼
対
象
／
本
市
在
住
の
方
▼
定
員
／

先
着
10
人
▼
費
用
／
１
千
円
（
ゆ
り
ん

こ
の
昼
食
付
き
）
▼
申
し
込
み
／
６
月

20
日
㈫
ま
で
八
森
自
然
公
園
へ 

☎
６

４
‐３
０
８
３

第
２
回
ぶ
ら
探
酒
田

「
伝
説
は
つ
な
が
っ
て
い
る
!!
」

ミ
ス
テ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト P

パ

ー

ト

art

Ⅲ

日
時
／
６
月
10
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時

30
分
▼
集
合
／
酒
田
駅
前
地
下
道
入
り

口
周
辺
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
コ
ー

ス
／
瑞
相
寺
、
興
屋
の
山
・
西
国
三
十

三
観
音
、
泉
流
寺
、
日
和
橋
な
ど
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

◆
ぶ
ら
探
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
は
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ
ン

タ
ー 

☎
２
６
‐
５
８
２
１

第
２
回
眺
海
の
森

「
森
林
教
室
」参
加
者
募
集

日
時
／
６
月
25
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
眺
海
の
森
森
林
学
習
展

示
館
（
土
渕
）
▼
定
員
／
先
着
30
人
▼

▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

／
生
後
３
か
月
～
８
か
月
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
▼
定
員
／
先
着
10
組
▼
講

師
／
志
田
い
づ
み
氏
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
ぴ
ー
ち
く
ぱ
ー
く
へ 

☎

０
７
０
‐５
６
２
１
‐７
７
２
６

◆
託
児
希
望
の
方
は
、
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

中
町
わ
く
わ
く
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
／
６
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

４
時
、
18
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所
／
中
町
モ
ー
ル
▼
内
容
／
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
・
ク
ラ
フ
ト
、
手
仕
事
作
品

の
販
売
イ
ベ
ン
ト

◆
詳
し
く
は
中
町
中
和
会
商
店
街
振

興
組
合
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w

.facebook.com
/

cyuw
akai/

）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
組
合 

☎
２
２
‐
１
５
５
５

災
害
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

︱
ド
ー
ン
と
防
災
２
０
１
７
︱

日
時
／
６
月
17
日
㈯
午
後
１
時
～
５
時

（
講
演
会
は
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分
）
▼
場
所
／
か
ん
ぽ
の
宿
酒
田
（
飯

森
山
三
丁
目
）
▼
内
容
／
「
命
と
時
間
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
被
災
体
験
談
の
講
演
、

自
衛
隊
の
特
殊
車
輌・装
備
品
の
紹
介・

展
示
、
消
防
車
に
よ
る
放
水
体
験
、
起

震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
防
災
グ
ッ
ズ

展
示
・
販
売
な
ど
▼
講
師
／
青
空
応
援



26

お知らせいろいろ月6
Sakata nformation

女
性
の
た
め
の
全
国
一
斉

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

日
時
／
６
月
12
日
㈪
、
13
日
㈫
の
午
前

10
時
～
午
後
７
時
▼
相
談
電
話
／
０
１

２
０
‐
１
５
４
‐
０
５
２
▼
内
容
／
職

場
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
解
雇
、
賃
金
、

休
暇
な
ど
労
働
に
関
す
る
相
談
▼
費
用

／
無
料

問
連
合
山
形 

☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐
０

５
５
５

飽
海
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

勤
労
者
無
料
法
律
相
談

日
時
／
６
月
30
日
㈮
午
後
３
時
～
７
時

▼
場
所
／
東
北
労
働
金
庫
酒
田
支
店

（
千
石
町
一
丁
目
）
▼
対
象
／
酒
田
・

飽
海
地
域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
方
▼
定
員
／
先
着
８
人
▼
相
談
員
／

東
海
林
正
樹
弁
護
士
▼
申
し
込
み
／
６

月
２
日
㈮
～
29
日
㈭
に
同
支
店
へ 

☎

２
２
‐０
３
２
１

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

日
時
／
６
月
15
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

４
時
▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川

町
）
▼
定
員
／
先
着
４
人
▼
申
し
込
み

／
６
月
14
日
㈬
ま
で
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
㈱
西
王
不
動
産
庄
内
事
務
所
へ 

☎
０
２
３
５
‐６
６
‐３
２
１
０

親子ふれあいサロンへどうぞ 【6月・7月の予定】
問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26‐5613

期日 時間 内容 対象・定員 申し込み

6／5㈪ 10：30～
12:00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前児童と
保護者
定員なし

当日会場へ

6／13㈫ 10：30～
11:30

「食育講座」初めてマ
マと初めてばあばの
ための離乳食試食会
＆相談会
講師／管理栄養士 
星川陽子氏

妊娠中期～産
休中の方、初
めておばあち
ゃんになる方
8組

受付中

6／14㈬ 10：30～
11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

就学前児童と
保護者
定員なし

当日会場へ

6／28㈬ 10：30～
11:30

「あそびのおへや」
親子ビクス
講師／健康運動指導
士 佐藤しおり氏

10か月～1歳6
か月の乳児と
保護者10組

6／6㈫
9：30～

7／11㈫ 10：00～
12:30

「食育講座」クッキン
グ離乳食part2
講師／管理栄養士 
星川陽子氏

6か月～8か月
の乳児と保護
者
8組

6／27㈫
9：30～

資格／現に同居または同居しようとする親族がいて公
営住宅法に適合する方 ▼家賃／所得に応じて ▼入居時
期／8月上旬 ▼申し込み／6月5日㈪～9日㈮の午前10時
～午後5時に県営住宅指定管理者㈱西王不動産（庄内総
合支庁内）へ ☎0235‐66‐3210

アパート名 所在地 募集戸数 募集区分

川南1号 若宮町二丁目 4 一般用、単身可

川南1号 若宮町二丁目 1 一般用

川南2号 若宮町二丁目 1 一般用、単身可

川南3号 若宮町二丁目 2 一般用

川南3号 若宮町二丁目 1 一般用、単身可

川南4号（A） 若宮町二丁目 1 一般用

川南5号 若宮町二丁目 1 一般用、単身可

こがね2号（B） こがね町一丁目 1 一般用

こがね3号（A） こがね町一丁目 2 一般用

東泉1号（A） 東泉町四丁目 1 一般用

東泉2号（A） 東泉町四丁目 1 一般用

鳥海1号（B） 富士見町三丁目 2 一般用

鳥海1号（D） 富士見町三丁目 2 一般用

鳥海2号（C） 富士見町三丁目 1 一般用

鳥海2号（D） 富士見町三丁目 3 一般用

鳥海3号（A） 富士見町三丁目 1 一般用

親子でのびやか楽しいキッズヨガ
まねして簡単50のポーズ

友永淳子／監修　メイツ出版

　親子のきずなを育み、
子どもの心身の成長を促
すキッズヨガ。子どもと
一緒にヨガを楽しむコツ
を、ヨガ初心者にもわか
るように、写真とイラス
トを交えて紹介します。
季節や体調によるポーズ
選びや声掛けのポイント
も掲載。

一般図書

かさちゃんです。

とよたかずひこ／さく・え　童心社

　雨さんが降っています。
かさちゃんがぱっと開く
と、「とんとんとん、ぴ
ちゃぴちゃざーざー、と
んとんとん」とほかの色
とりどりのかさちゃんた
ちもやってきました。雨
さんがやんだら、風さん
がひゅるりんひゅ～とや
ってきて…。　©ＴＲＣ

児童絵本

青の王
The King of Blue Genies

廣嶋玲子／著　東京創元社

　砂漠に咲く水の都ナル
マーン。魔族に守られた
その国で、孤児の少年ハ
ルーンは、自分の名も知
らない不思議な囚われの
少女を助け…。異世界フ
ァンタジー。

中高生向け

県営住宅６月募集
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 ● 情報ボックス

6月の各種相談　ひとりで悩まずにご相談ください。
項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（12：00～13：00を除く）
市役所6階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課

［相談専用電話］023-641-5201

山形いのちの電話 年中無休／
13：00～22：00

社会福祉法人山形いのちの電話
☎023-645-4343

人権相談

13日㈫、27日㈫／
9：30～12：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

12日㈪／
9：00～12：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

21日㈬／
13：30～15：00

松山健康福祉センター
☎62-2611

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9：00～16：00

山形地方法務局酒田支局
☎25-2221

行政相談

6日㈫、20日㈫／
13：30～15：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

12日㈪／
13：30～15：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

女性のための相談 月～金曜日／
9：00～16：00

交流ひろば1階
☎26-5616

年金受給相談
月曜日（祝日の場合は翌
日）／8：30～19：00
平日／8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

街角の年金相談センター酒田
☎22-4554
電話での相談は鶴岡年金事務所
へ ☎0235-23-5040

交通事故相談 月～金曜日／
9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相談もあ
ります。 ☎0235-66-5452

項　目 日　時 場所／問い合わせ

教育相談
月～金曜日／
9：30～18：00
土曜日／
9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室 
70120-783-042

青少年相談 月～金曜日／
9：30～16：30

中町庁舎4階、市青少年指導センター
☎24-2901

心配ごと相談 6日㈫、20日㈫／
9：00～12：00

地域福祉センター（新橋二丁目1-19）
☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさかた
（地域福祉センター内）☎25-0350

FAX24-6299 
*jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～土曜日／
10：00～18：00

山形県若者就職支援センター庄
内プラザ（産業会館1階）
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

酒田産業会館1階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁地域産業経済課
☎0235-66-5491

身体障がい者更生
相談

第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
5日㈪／13：30～
15：30（要予約）
◆次回7月5日㈬。

酒田農業技術普及課（若浜コミセン
東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日／
8：30～17：15

庄内保健所子ども家庭支援課（庄
内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 27日㈫／13：30～
15：30（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・梅毒・性器
クラミジア感染症、
Ｂ型肝炎およびC型
肝炎個別相談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15

［検査］毎週火曜日／
9：30～12：00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

あ
つ
み
温
泉
ば
ら
園
ま
つ
り
＆

お
も
て
な
し
祭
り

日
時
／
６
月
11
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
▼

場
所
・
内
容
／
︻
あ
つ
み
温
泉
ば
ら
園
︼
ば
ら

を
楽
し
む
お
茶
会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど 

︻
市
道
熊
野
神
社
南
大
通
線
︼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
展
、
人
力
車
無
料
体
験
、
子

ど
も
向
け
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
な
ど

問
出
羽
商
工
会
温
海
支
所 

☎
０
２
３
５
‐
４
３

‐
２
４
１
１

鶴 岡 市

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト i

イ

ン

n

し
ょ
う
な
い

日
時
／
６
月
17
日
㈯
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
▼

場
所
／
風
車
村
ウ
イ
ン
ド
ー
ム
立
川
▼
内
容
／

キ
ャ
ン
ド
ル
の
と
も
し
火
の
中
の
音
楽
会
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
▼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
庄
内
町
商
工
観
光
課
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
係 

庄

内
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
事
務
局 

☎
５
６
‐
３
３
６
０

庄 内 町

鳥
海
山　

お
も
し
ろ
自
然
塾

笹
の
葉
採
り
と
笹
巻
き
づ
く
り
体
験

日
時
／
6
月
18
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
▼

場
所
／
四
季
の
森
し
ら
い
自
然
館
▼
対
象
／
ど

な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
持
ち
物
／
エ

プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
な
ど
▼
費
用
／
２
千
２
０
０

円
（
材
料
代
、
保
険
料
）
▼
申
し
込
み
／
６
月

13
日
㈫
ま
で
鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
推
進
協

議
会
事
務
局
へ 

☎
７
２
‐
２
０
６
９

遊 佐 町

庄
内
の
初
夏
を
彩
る
第
48
回

あ
ま
る
め
植
木
・
金
魚
ま
つ
り

日
時
／
６
月
８
日
㈭
〜
12
日
㈪
午
前
９
時
〜
午

後
７
時
30
分
（
12
日
は
午
後
６
時
ま
で
）
▼
場

所
／
余
目
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
ア
ピ
ア
駐
車

場
▼
内
容
／
季
節
の
花
や
植
木
お
よ
び
庄
内
金

魚
の
出
店
（
千
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方
に
空

く
じ
な
し
の
抽
選
会
あ
り
）

問
庄
内
町
観
光
協
会 

☎
４
２
‐
２
９
２
２

庄 内 町

酒田市休日診療所  6月の診療日

6月の診療日は、4日㈰、11日㈰、
18日㈰、25日㈰です。

※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください。

診療受付時間／午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分
（ただし、午前11時30分～午後１時でも急患は受け付けます）
場所／市民健康センター別館（船場町二丁目1-31）
電話／21‐5225（受付時間中のみ）
平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24‐5733

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

児童相談所や市相談窓口では、出産・
子育てに関する相談をなんでも受け
付けています。気になることはぜひ
ご連絡ください。
☎市相談窓口電話番号

26-5734
☎児童相談所全国共通ダイヤル

189  いちはやく

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆ 全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相

談所につながります。

眠れない…は
心のSOS ― 一人で悩まず相談を ―

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所
　　地域振興課 ☎64-3113
松山総合支所
　　地域振興課 ☎62-2611
平田総合支所
　　地域振興課 ☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆平日の午前8時30分～

午後5時15分

こころの相談窓口
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旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
紹
介
し
ま
す

vol. 38

フ
キ
の
油
揚
げ
巻
き

　

独
特
の
香
り
と
ほ
ろ
苦
さ
、
シ
ャ

キ
ッ
と
し
た
歯
ざ
わ
り
が
特
徴
の
フ

キ
。
数
少
な
い
日
本
原
産
の
野
菜
の

ひ
と
つ
で
、
全
国
の
山
野
に
自
生
し

て
い
ま
す
。
初
夏
に
か
け
て
、
ち
ょ

う
ど
天
然
も
の
が
出
回
る
時
期
で
す
。

手
に
入
っ
た
際
は
ぜ
ひ
生
の
フ
キ
で

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

薄揚げ………………………………2枚
フキ…………………………………6本（150㌘程度）
ニンジン……………………………1本
塩蔵わかめ…………………………25㌘
（生わかめの場合は50㌘）
かんぴょう…………………………適量
はんぺん（大）………………………2枚
【Ａ】だし汁…………………………350cc
　　砂糖……………………………大さじ1
　　酒………………………………大さじ1
　　薄口しょうゆ…………………大さじ1

❶薄揚げは三方を切り落とし、開いて大きな1枚に
広げ、熱湯をかけて油抜きする。

❷生のフキは塩少 （々分量外）で板ずりをし、ゆがい
て冷水にとる。皮をむいて流水にしばらくつけ、
あく抜きをする。太いものは縦半分に切る。

❸ニンジンは薄揚げの長さに合わせて5ミリ角に
切ったものを6本作る。

❹塩蔵わかめとかんぴょうは、それぞれ表示通りに
戻して水気を切っておく。

❺❶の薄揚げの表面を下にして敷き、つぶしたはん
ぺん、わかめの順に上に広げる。その上にニンジ
ン、フキを並べてのり巻きのように薄揚げを巻き、
❹のかんぴょうで2か所ずつ縛る。

❻鍋にＡを入れてから、❺の巻き終わりを下にして
入れ、火にかける。煮汁が沸騰したら裏返し、弱火
で10分程度煮る。1本を半分に切り、盛り付ける。

フキの代わりにゆで
た小松菜を使っても
きれいですよ。

作り方

材料 4人分

　

４
月
に
保
育
士
と
し
て
出
発
し
た
と

報
告
を
く
れ
た
の
は
、
数
年
前
、
衝
撃

的
な
相
談
を
し
た
高
校
生
で
し
た
。

　
「
私
は
母
親
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
生
ま

れ
て
こ
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
ん
で
す
。
こ

ん
な
私
で
も
生
き
て
て
い
い
ん
で
す

か
？
虐
待
さ
れ
て
育
っ
た
子
は
ど
ん
な

大
人
に
な
る
ん
で
す
か
？
」
問
い
か
け

る
彼
女
の
生
活
は
壮
絶
で
し
た
。

　

洗
剤
の
つ
い
た
ス
ポ
ン
ジ
を
投
げ
つ

け
ら
れ
家
事
を
し
、
洗
濯
物
を
「
臭

い
！
」と
投
げ
ら
れ
洗
い
ま
し
た
。「
あ

ん
た
さ
え
い
な
け
れ
ば
…
」「
あ
ん
た

の
顔
を
見
る
と
ム
カ
ム
カ
す
る
」
名
前

さ
え
呼
ん
で
も
ら
え
ず
、
怒
鳴
ら
れ
、

た
た
か
れ
過
ご
し
て
き
た
日
々
。「
も

う
少
し
、
も
う
少
し
我
慢
」
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
過
ご
し
て
い
た
の
で

す
。
彼
女
は
、
こ
ん
な
思
い
で
育
つ
子

ど
も
は
自
分
だ
け
で
い
い
と
言
い
ま
し

た
。「
あ
の
母
と
同
じ
血
が
私
に
も
流

れ
て
い
る
か
ら
私
も
同
じ
育
て
方
を
す

る
…
」
彼
女
が
赤
ち
ゃ
ん
を
生
ま
な
い

と
決
め
た
理
由
で
す
。
ど
れ
だ
け
辛
い

思
い
が
積
み
重
な
っ
た
結
論
な
の
か
…
。

　

あ
る
日
、
彼
女
は
亡
く
な
っ
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
話
を
し
ま
し
た
。「
つ
ら

か
っ
た
が
？
よ
く
我
慢
し
た
の
…
許
し

て
の
…
」
幼
い
頃
か
ら
、
泣
い
て
い
る

彼
女
を
抱
き
し
め
、
頭
を
な
で
、
涙
を

拭
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。　
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
手
は
ゴ
ワ
ゴ
ワ
だ
け
ど
温
か

い
の
…
母
の
手
も
同
じ
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
忙
し
か
っ
た
か
ら
母
は
い
つ
も
一

人
だ
っ
た
っ
て
…
」
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

心
を
つ
な
い
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
地

元
を
離
れ
て
い
る
間
、
彼
女
は
母
親
を

許
し
て
い
ま
し
た
。「
母
も
本
当
は
優

し
く
な
り
た
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
。
孤

独
で
貧
し
く
て
荒
れ
た
生
活
で
、
学
校

に
通
わ
せ
る
の
も
や
っ
と
だ
っ
た
は
ず

…
」
と
。

　
「
心
の
痛
み
の
わ
か
る
優
し
い
保
育
士

さ
ん
に
な
っ
て
ね
。
あ
な
た
な
ら
大
丈

夫
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

今
の
子
育
て
が
次
の
世
代
に
続
く
こ

と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
を
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
健
康
課
助
産
師
・

思
春
期
保
健
相
談
士

後
藤 

敬
子

誰
よ
り
も
優
し
さ
を
知
る
人
に
…

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
や
子
ど
も
を
思
う
親
た
ち
と
の

出
会
い
の
中
で
、
大
切
な
想お
も

い
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
想
い
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
人
へ

伝
え
た
か
っ
た
想
い
を
こ
こ
に
…

第８回
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大切な人へ／さかたの旬／ライフ アンド ジョブ／ごみ減量大作戦

Life

Job
vol.

and
ライフアンドジョブ

2
男
女
が
共
に
活
躍
し
て
い
る

元
気
な
市
内
企
業
を
紹
介
し
ま
す

企
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　

庄
内
空
港
開
港
か
ら
今
年
で
25
年
。
当
事

業
部
は
Ａ
Ｎ
Ａ
庄
内
地
区
総
代
理
店
と
し

て
、
お
客
さ
ま
の
快
適
な
空
の
旅
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
接
客
・
接
遇
に
こ
だ
わ
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
庄
内
空
港
は

２
０
１
６
年
度
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
顧
客
満
足

度
調
査
で
全
国
50
空
港
中
第
３
位
、
同
規
模

の
13
空
港
中
で
は
第
１
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
入
社
18
年
目
。
普
段
は
搭
乗
券
の

予
約
発
券
や
搭
乗
手
続
き
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
後
輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

課
全
体
の
力
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

立
場
で
す
。
家
庭
で
は
２
児
の
母
と
な
り
、

新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
精
い
っ
ぱ
い
の
毎
日

で
す
が
、
家
族
の
協
力
と
職
場
の
理
解
、
周

囲
の
思
い
や
り
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
と
家
庭
は
、
私
の
両
翼
。
両
方
か
ら

力
を
も
ら
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。 ¡

山
形
い
き
い
き
子
育
て
応
援
宣
言

企
業
、
や
ま
が
た
企
業
イ
ク
ボ
ス
同

盟
加
盟
企
業
で
す
。

¡

女
性
社
員
の
半
数
が
既
婚
者
。
出

産
を
経
験
し
た
社
員
の
ほ
と
ん
ど
が

半
年
～
１
年
の
育
児
休
暇
を
取
得
し

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
休
め
、
復
職

で
き
る
雰
囲
気
が
で
き
て
い
ま
す
。

¡

シ
フ
ト
勤
務
が
困
難
な
場
合
、
シ

フ
ト
の
な
い
部
署
へ
異
動
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て
、

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

寺
田 

絵
美
さ
ん

旅
客
課
シ
ニ
ア
チ
ー
フ

今
回
訪
問
し
た
事
業
所

株
式
会
社
庄
交
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
航
空
事
業
部

【企業の概要】
住所／浜中字村東30-3
従業員数／59人（うち女性25人）
電話番号／92-4195
業務内容／旅客取扱業務、貨物郵便取
扱業務、搭載取卸業務、航空機清掃業
務、整備補助業務、運航支援業務など

▲搭乗手続きを笑顔でサポート

▲飛行機をお見送りする係員

　

５
月
１
日
号
で
、
今
年
度
、
酒
田

市
は
「
ご
み
減
量
」
に
本
気
で
取
り

組
む
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
減
量
で
き
る
の
か
？

ま
ず
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
す
こ
と
。

基
本
中
の
基
本
で
す
ね
。
さ
て
、
収

集
日
に
出
せ
る
「
も
や
す
ご
み
」
の

袋
は
い
く
つ
で
し
ょ
う
か
？ 

え
？

そ
ん
な
の
出
し
た
い
だ
け
出
せ
る

に
決
ま
っ
て
る
っ
て
？ 

実
は
答
え

は
２
個
ま
で
。
ち
な
み
に
「
埋
立
ご

み
」や「
資
源
物
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

は
そ
れ
ぞ
れ
１
個
で
す
。「
そ
ん
な

の
ご
み
ル
ー
ル
酒
田
カ
レ
ン
ダ
ー
に

書
い
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う

ご
意
見
を
頂
い
て
い
た
の
で
、
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
今
年
度
か
ら
記
載
し
ま

し
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
大
量
に
出
し
て
は
だ

め
な
の
で
し
ょ
う
か
？
家
庭
系
の

ご
み
は
、
自
治
会
な
ど
が
管
理
し

て
い
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ

れ
、
市
か
ら
受
託
し
た
事
業
者
が
収

集
・
運
搬
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を

守
ら
ず
大
量
に
出
さ
れ
る
と
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
溢
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
ご
み
収
集
車
は
、
ご
み
処
理

施
設
と
の
間
を
何
度
も
往
復
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
る
と
ど
う
な

る
か
？
ど
ん
ど
ん
他
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
収
集
時
刻
が
遅
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
自
分
の
家
の
近
く
に
ご

み
が
あ
っ
た
ら
早
く
収
集
し
て
ほ
し

い
で
す
よ
ね
。
夏
場
な
ら
な
お
さ
ら

で
す
。

　

分
別
ル
ー
ル
を
守
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
紙
や
ト
レ
イ
な
ど
を
で
き

る
だ
け
分
別
し
、
ご
み
袋
を
ス
リ
ム

化
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
引
っ
越
し
や
大
掃
除
な
ど
で

出
た
大
量
の
ご
み
を
一
気
に
早
く
片

付
け
た
い
場
合
は
、
有
料
で
す
が
、

ご
み
処
理
施
設
に
直
接
持
ち
込
む
こ

と
も
可

能
で
す
。

問市環境衛生課管理係
　☎31‐0933

2

「ルールを守る」

ル
�
ル
を

守
�
て
の
ん
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バレーボールチーム
「プレステージ・インターナショナル アランマーレ」の

選手の横顔を紹介。

「昇格目指して頑張ります！」
今
年
度
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
に
加
入
し
た
3
選
手
。

チ
ー
ム
期
待
の
新
戦
力
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

vol 14

い
ま
す
。

柳
沢
／
私
は
大
学
を
卒

業
後
、
酒
田
に
来
ま
し

た
。
私
の
持
ち
味
は
速

攻
な
ど
で
攻
撃
の
リ
ズ

ム
に
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
で
す
。

昇
格
の
た
め
に

櫻
井
／
応
援
し
て
く
れ

る
人
が「
楽
し
か
っ
た
」

「
ま
た
応
援
し
た
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
プ
レ
ー
を
心
掛
け
ま

す
。

江
川
／
Ｖ
チ
ャ
レ
ン
ジ

リ
ー
グ
Ⅰ
昇
格
の
た
め
、
全
力
で

プ
レ
ー
し
ま
す
。
ま
ず
は
サ
マ
ー

リ
ー
グ
で
い
い
成
績
を
残
し
た
い

で
す
。

柳
沢
／
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
元
気
と
笑
顔
で
頑
張
り
ま

す
！

3
人
／
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

新
天
地
・
酒
田
へ

櫻
井
／
小
学
5
年
生
か
ら
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
始
め
、
大
学
卒
業
後
は

Ｖ
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
身
長
が

高
く
な
い
分
、
ジ
ャ
ン
プ
力
を
生

か
し
、
強
弱
を
付
け
た
攻
撃
で
相

手
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。

江
川
／
自
分
の
長
所
は
力
強
い
ス

パ
イ
ク
と
サ
ー
ブ
。
特
に
高
い
ト

ス
か
ら
回
転
を
か
け
て
打
つ
サ
ー

ブ
は
自
分
の
大
き
な
武
器
だ
と
思

アランマーレホームページ チーム公式ツイッター
https://www.aranmare.jp/ https://twitter.com/aranmare_volley
選手紹介や試合日程・練習スケジュールなど
アランマーレの情報が盛りだくさん！

選手からの動画メッセージや、試合経過など
アランマーレの「今」がわかります！

［中央］＃4	 櫻井 樹里選手（ウイングスパイカー）
［ 左 ］＃16	 江川 優貴選手（オポジット）
［ 右 ］＃17	 柳沢 紫

しいこ

子選手（ミドルブロッカー）

「∞夢限大」
−無限に広がる夢にチャレンジ！−

　
　
田
は
、
災
害
が
少
な
く
、
お
い
し

　
　
い
農
産
物
や
海
産
物
に
恵
ま
れ
た

と
て
も
住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
の
年
代
や
中
高
年
の

方
に
と
っ
て
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
も
ま
あ
ま
あ
あ
り
ま
す
ね
。

　
し
か
し
、
若
い
人
た
ち
、
20
代
や
30

代
前
半
の
方
が
楽
し
め
る
場
、
レ
ジ
ャ

ー
の
場
が
な
い
の
で
、
ひ
と
つ
あ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。「
無
理
、無
理
、
却

下
！
」
で
は
な
く
、
ま
ず
は
決
断
す
る

こ
と
で
、
ど
う
し
た
ら
運
営
で
き
る
の

か
、
継
続
し
て
い
け
る
の
か
、
施
設
に

人
を
呼
び
込
め
る
の
か
な
ど
、
そ
れ
に

関
わ
る
人
々
が
知
恵
を
絞
り
始
め
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
進
歩

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
酒
田
が
も
っ
と
活
気
付
く
よ
う
に
、

市
外
か
ら
も
若
い
人
た
ち
が
遊
び
に
来

よ
う
と
思
え
る
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
と

思
い
投
稿
し
ま
し
た
。

（
孫
２
人
を
持
つ
主
婦 

64
歳
女
性
）

　
　
田
市
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

　
　
か
ら
ず
、
将
来
の
消
滅
自
治
体
と

い
わ
れ
て
い
る
。
行
政
も
対
策
を
し
て

い
る
と
思
う
が
、
市
民
に
は
そ
れ
が
見

え
ず
、成
果
も
感
じ
ら
れ
な
い
。そ
の
原

因
は
、
対
策
が
行
政
の
一
方
的
な
も
の

で
あ
り
、
肝
心
要
な
若
者
た
ち
の
意
見

を
聞
い
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
思
う
。

　
若
者
に
「
ど
ん
な
酒
田
で
あ
れ
ば
残

り
た
い
の
か
」
と
聞
く
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
県
外
出
身
者
が
多
数
を
占
め
る
山

形
大
学
や
東
北
公
益
文
科
大
学
な
ど
県

内
の
大
学
生
に
、
卒
業
後
に
酒
田
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
、
酒
田
に
残
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
積
極
的
に
働
き
掛
け
る

べ
き
だ
と
思
う
。

　
今
後
、
市
で
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
か

を
市
広
報
で
伝
え
て
ほ
し
い
。

（
た
だ
し
く
ん 

67
歳
男
性
）

　
　
の
街
さ
か
た
」５
月
１
日
号
、ま
ず

　
　
表
紙
が
明
る
く
夢
を
抱
か
せ
る
写

真
で
「
夢
と
希
望
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
っ

て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
表
情
豊
か
な
、
何
度

問
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
☎
２
６‐

５
７
０
６

　
平
成
29
年
度
全
国
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
（
広
報
紙
市
部
）
に
お
い

て
、
本
紙
平
成
28
年
８
月
１
日
号

が
入
選
し
ま
し
た
。
本
市
広
報
紙

の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
は
、
平

成
６
年
10
月
１
日
号
以
来
22
年
ぶ

り
で
す
。

市
広
報
「
私
の
街
さ
か
た
」
が

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
選
し
ま
し
た

見
て
も
飽
き
な
い
写
真
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
チ
ー
ム
と
し
て
、
係
の
皆
さ
ん
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
よ
う
で
、
市
民
の
１
人
と
し
て
大
変

う
れ
し
く
、
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
２

㌻
以
降
の
記
事
の
内
容
も
、
近
年
工
夫

さ
れ
て
充
実
著
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
担
当
の
皆
さ
ん
の
創
意

工
夫
と
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
酒
田
市
民
）

投稿方法／〒９９８‐８５４０（住所不要） 酒田市市長公室広報広聴係へ 
　２６‐３６８８  　koho@city.sakata.lg.jp
◆文面またはタイトルに「読者の声宛て」と明記してください。
◆掲載スペースの都合で掲載できない場合もあります。

読者の皆さんの「声」を掲載します。本紙の感想、酒田への思
い、身近な出来事、取り上げてほしい話題、紹介してほしい人
などを、２００字～３００字程度でお寄せください。

R
e
a
d
e
r s

 V
o i c
e

読者の

声



酒

酒「
私

FAX

柳
沢
／
こ
の
前
食
べ
た
お
刺
身
、
お

い
し
か
っ
た
な
ぁ
…
。

櫻
井
／
確
か
に
！
お
い
し
か
っ
た
よ

ね
！

江
川
／
え
っ
？
私
行
っ
て
な
い
ん
だ

け
ど
…
。

２
人
／
…
…
。

◆
江
川
選
手
は
後
日
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
う
そ
う
で
す
（
念
の
た
め
）。

番
外
編

酒
田
の
お
刺
身
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「
私
の
街
さ
か
た
」
６
月
１
日
号
は
、

表
紙
・
写
真
特
集
共
に
、
酒
田
ま
つ
り

の
様
子
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
祭
り

期
間
中
は
、チ
ー
ム
広
報
も
フ
ル
稼
働
。

１
人
１
日
平
均
８
０
０
枚
も
の
写
真
を

撮
り
、
そ
の
中
か
ら
選
び
に
選
ん
だ
写

真
を
組
み
写
真
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
沿
道
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
例
年
以
上

に
多
か
っ
た
模
様
。
そ
ん
な
中
、
山
車

行
列
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
も
、
例
年
以

上
に
笑
顔
・
笑
顔
・
笑
顔
。
今
年
の
祭

り
の
テ
ー
マ
は「
魅み

せ
る
酒
田
ま
つ
り
」

で
し
た
が
、
た
だ
た
だ
、
酒
田
っ
子
の

笑
顔
に
魅
せ
ら
れ
た
３
日
間
で
し
た
。

　

話
は
変
わ
っ
て
、
な
ん
と
「
私
の
街

さ
か
た
」
が
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
選
！
完
全
に
予
想
外
で
し
た
が
、
や

は
り
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
う
れ

し
い
も
の
。
今
後
も
読
者
の
皆
さ
ん
が

何
を
読
み
た
い
か
を
第
一
に
「
手
に
取

っ
て
も
ら
え
る
広
報
」
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。
広
報
を
変
え
る
の
は
皆
さ

ん
の
声
で
す
。「
読
者
の
声
」
の
コ
ー

ナ
ー
に
ど
ん
ど
ん
記
事
の
感
想
・
希
望

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

広
報
広
聴
係　

大
井
正
紀

ボイス オブ アランマーレ／読者の声／編集長のひとりごと

編
集
長
の

ひ
と
り
ご
と

　
　
田
は
、
災
害
が
少
な
く
、
お
い
し

　
　
い
農
産
物
や
海
産
物
に
恵
ま
れ
た

と
て
も
住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
の
年
代
や
中
高
年
の

方
に
と
っ
て
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
も
ま
あ
ま
あ
あ
り
ま
す
ね
。

　
し
か
し
、
若
い
人
た
ち
、
20
代
や
30

代
前
半
の
方
が
楽
し
め
る
場
、
レ
ジ
ャ

ー
の
場
が
な
い
の
で
、
ひ
と
つ
あ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。「
無
理
、無
理
、
却

下
！
」
で
は
な
く
、
ま
ず
は
決
断
す
る

こ
と
で
、
ど
う
し
た
ら
運
営
で
き
る
の

か
、
継
続
し
て
い
け
る
の
か
、
施
設
に

人
を
呼
び
込
め
る
の
か
な
ど
、
そ
れ
に

関
わ
る
人
々
が
知
恵
を
絞
り
始
め
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
進
歩

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
酒
田
が
も
っ
と
活
気
付
く
よ
う
に
、

市
外
か
ら
も
若
い
人
た
ち
が
遊
び
に
来

よ
う
と
思
え
る
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
と

思
い
投
稿
し
ま
し
た
。

（
孫
２
人
を
持
つ
主
婦 

64
歳
女
性
）

　
　
田
市
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

　
　
か
ら
ず
、
将
来
の
消
滅
自
治
体
と

い
わ
れ
て
い
る
。
行
政
も
対
策
を
し
て

い
る
と
思
う
が
、
市
民
に
は
そ
れ
が
見

え
ず
、成
果
も
感
じ
ら
れ
な
い
。そ
の
原

因
は
、
対
策
が
行
政
の
一
方
的
な
も
の

で
あ
り
、
肝
心
要
な
若
者
た
ち
の
意
見

を
聞
い
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
思
う
。

　
若
者
に
「
ど
ん
な
酒
田
で
あ
れ
ば
残

り
た
い
の
か
」
と
聞
く
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
県
外
出
身
者
が
多
数
を
占
め
る
山

形
大
学
や
東
北
公
益
文
科
大
学
な
ど
県

内
の
大
学
生
に
、
卒
業
後
に
酒
田
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
、
酒
田
に
残
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
積
極
的
に
働
き
掛
け
る

べ
き
だ
と
思
う
。

　
今
後
、
市
で
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
か

を
市
広
報
で
伝
え
て
ほ
し
い
。

（
た
だ
し
く
ん 

67
歳
男
性
）

　
　
の
街
さ
か
た
」５
月
１
日
号
、ま
ず

　
　
表
紙
が
明
る
く
夢
を
抱
か
せ
る
写

真
で
「
夢
と
希
望
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
っ

て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
表
情
豊
か
な
、
何
度

問
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
☎
２
６‐
５
７
０
６

　
平
成
29
年
度
全
国
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
（
広
報
紙
市
部
）
に
お
い

て
、
本
紙
平
成
28
年
８
月
１
日
号

が
入
選
し
ま
し
た
。
本
市
広
報
紙

の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
は
、
平

成
６
年
10
月
１
日
号
以
来
22
年
ぶ

り
で
す
。

市
広
報
「
私
の
街
さ
か
た
」
が

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
選
し
ま
し
た

見
て
も
飽
き
な
い
写
真
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
チ
ー
ム
と
し
て
、
係
の
皆
さ
ん
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
よ
う
で
、
市
民
の
１
人
と
し
て
大
変

う
れ
し
く
、
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
２

㌻
以
降
の
記
事
の
内
容
も
、
近
年
工
夫

さ
れ
て
充
実
著
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
担
当
の
皆
さ
ん
の
創
意

工
夫
と
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
酒
田
市
民
）

投稿方法／〒９９８‐８５４０（住所不要） 酒田市市長公室広報広聴係へ 
　２６‐３６８８  　koho@city.sakata.lg.jp
◆文面またはタイトルに「読者の声宛て」と明記してください。
◆掲載スペースの都合で掲載できない場合もあります。

読者の皆さんの「声」を掲載します。本紙の感想、酒田への思
い、身近な出来事、取り上げてほしい話題、紹介してほしい人
などを、２００字～３００字程度でお寄せください。

R
e
a
d
e
r s

 V
o i c
e

読者の

声



酒

酒「
私

FAX



ごみ減量キャンペーン実施中!

を減らしましょう!

4月のごみの量

前年同月に比べて －250㌧
2,999㌧

ごみ

古
紙
は

　ご
み
じ
ゃ
な
い
の
ん
。

紙
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

す
れ
ば
ご
み
減
量
！

〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目2番45号
☎0234-22-5111（代表）
FAX.0234-26-3688

酒田市役所

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
☎0234-64-3111（代表）
FAX.0234-64-3110

八幡総合支所

〒999-6861 酒田市字山田27番地の4
☎0234-62-2611（代表）
FAX.0234-62-2618

松山総合支所

〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
☎0234-52-3111（代表）
FAX.0234-52-3116

☎0234-26-5706（直通）
FAX.0234-26-3688
メール／koho@city.sakata.lg.jp

本紙に関するご意見、
ご要望をお寄せください。

平田総合支所

酒田市市長公室
広報広聴係

問市長公室広報広聴係 ☎26‐5706　

「桜の木の下でお友だちとおにごっこしたよ いっぱい走ったよ」
松陵保育園 さとう さな ちゃん

140No.

関
連
企
画

日
時
／

　

６
月
11
日
㈰
・
18
日
㈰ 

　
　

午
前
10
時
30
分
～

費
用
／
無
料

　
　
　
（
要
観
覧
券
ま
た
は
会
員
券
）

学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

酒
田
市
美
術
館
開
館  

　
周
年
記
念
特
別
展

20

今
振
り
返
る
、

時
代
の
寵
児
が
描
い
た
秀
作
の
数
々
！

昭
和
の
洋
画
を

 

切
り
拓
い
た

若
き
情
熱

１
９
３
０
年
協
会
か
ら
独
立
へ

　
「
１
９
３
０
年
協
会
」は
同
時
期
に

パ
リ
に
留
学
し
て
い
た
前
田
寛
治
、

里
見
勝
蔵
、木
下
孝
則
、佐
伯
祐
三
、

小
島
善
太
郎
に
よ
り
作
品
発
表
の

場
と
し
て
１
９
２
６（
大
正
15
）年

に
結
成
さ
れ
、
洋
画
界
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
協
会
を
発
展
さ
せ

た
形
で
、里
見
勝
蔵
、林
武
、三
岸

好
太
郎
、
福
沢
一
郎
ら
に
よ
り
、

１
９
３
１（
昭
和
６
）年
に「
独
立

美
術
協
会
」が
創
立
さ
れ
、日
本
を

代
表
す
る
美
術
団
体
の
ひ
と
つ
と

し
て
画
壇
を
け
ん
引
し
て
い
き
ま

す
。

　

「
１
９
３
０
年
協
会
」
が
創
立
か

ら
90
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
の
機

会
に
、
昭
和
の
洋
画
界
に
旋
風
を

起
こ
し
た
二
つ
の
美
術
団
体
の
活

動
に
改
め
て
注
目
し
、
時
代
の
画

家
た
ち
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

６
月
３
日
●
～

　
　
　

  

７
月
９
日
●

観
覧
料
／
一
般
８
３
０
円

　
　
　
　

高
校
・
大
学
生
４
２
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

問
酒
田
市
美
術
館 

☎
３
１

−

０
０
９
５

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

（
会
期
中
無
休
）

土

日

▲
佐
伯
祐
三
「
パ
リ
の
街
角
」

　

１
９
２
７
年

　

笠
間
日
動
美
術
館
蔵

第57回 私の街さかた写真コンテスト作品募集
入賞作品は土門拳記念館などで展示する予定です。
あなたが感じた酒田の魅力を写真で教えてください。

▲ジュニアの部 特選
「老舗の風景」冨樫菜々子さん

▲一般の部 特選
「眺海の森から 日月星」後藤康宏さん

第56回写真コンテスト入賞作品
※それぞれ組み写真のうち1枚

テーマ
平成28年11月以降に市内で撮影した、
行事、風景、生活などの明るい題材

一般の部（高校生を除く18歳以上の方）
ジュニアの部（高校生以下）

応募部門

11月10日㈮（消印有効）までに
〒998-8540（住所不要）酒田市市長公室
広報広聴係へ持参または郵送

◆応募票は同室と各総合支所、市内カメラ店にあるほか、
　市ホームページからダウンロードできます。
◆応募規定など、詳しくは応募票を参照してください。

応募方法

作　品
単写真または組み写真（3枚組まで）で、
1人合計3作品まで。サイズは四つ切り
（ワイド四つ切り可。Ａ4サイズ不可）

特選（1点）、入選（3点以内）ほか各賞。
入賞者には賞状と賞金（ジュニアの部は
図書カード）を贈呈

賞

総
人
口
／
10
4
,8
5
8
人　
世
帯
数
／
4
2
,018

（
+
75
）

［
2017年

6月
1日

発
行

］
発

行
／

酒
田

市
　

印
刷

／
北

星
印

刷
株

式
会

社
［

平
成

29
年

4月
30日

現
在

］（
　

）内
は

対
前

月
増

減
数

49,752
人（

−119）
男

55,106
人（

−68）
女

酒
田
市
の

人
口

N
o.279


